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凡例：
－，本文の主旨について
『琉球入学見聞録』の「土音」及びほかの部分に散見された寄語漢字音表記の発音を解
読する。十八世紀の沖縄音記資料と現代首里方言資料を引用し、十八世紀の北京音と現代湖
南安郷方言発音を取り入れ、中琉対音を再構する。
二、『琉球入学見聞録』について
『琉球入学見聞録』は清乾隆年間國子監琉球官学（國子監に設置きれた琉球国官費留学
生に教育を施行する機構）教習播相が編撰した琉球の研究書。全書的内容は琉球に出使した
冊封使の使録［主に徐葆光『中山伝信録』（721）と周煙『琉球國志』（1756)］とほかの琉球
関係の史書などを参照した上、作者が四年間指導していた琉球入学生鄭孝徳、察世昌（二人
とも久米村人）に「逐條覆問」（－項目一項目聞いて調べ合わせる）してから「所見所聞」
を記したものである。従って、「入学｣、「見聞」を書名にした。全書は四巻に分け、序文に
よると、1764年（乾隆二十九年）に出版された。
播相の出身地は中国南部の湖南省安郷県、乾隆六年貢生に選抜され、二十三年武英殿校
書となり、二十五年前から二十九年教習を担当、その間に郷試・会試に及弟する。以後、山
東福山県知県、曲阜県知県、ｉ僕州知州を歴任、壽年七十八歳。著書は豊富で、『琉球入学見
聞録』以外に『安郷県志・文籍』によると『周易尊翼』、『尚書可解輯粋』、『毛詩古音参義』、
『周攪撮要』、『攪記麓編』、『春秋尊孟』、『春秋比事考義』、『春秋應撃輯要』、『攪志學要』、
『曲阜県志』、『醤文書屋集略』などが有る。
『琉球入学見聞録』巻この「土音」を始め、「字母」と各巻に散見した言葉など全部400
余の琉球寄語、４７仮名の琉球発音と中国の古典『大学』、『論語』の訓読600余の音節が漢字
で表記されている。これらの寄語について「土音」の最後に「以上は皆な入学官生などが毎
日口に言い、手で書くもので、徐葆光の『中山伝信録』と異なるのが多い」と説明している。
三、参考資料について
琉球音は『琉球入学見聞録』に時代最も近いローマ字音記資料『クリフォード琉球語』
（勉誠社文庫7l亀井孝解説．１９７９文中に「琉球語彙」と略称）（原作『ＡＶocabularyof
theLoo-chooLanguage』HJCliffordl818年）とｒ沖縄語辞典』（1975年）を主に参考にした
以外、『浦添・小湾方言辞典』（1995年)、『沖縄対話（1880年)、『琉球語便覧』（1916年）な
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ども参照する。対音の琉球音部分とその日本語表記は基本的に『沖縄語辞典』によるもので
ある。
中国語の発音は清代官話標準音の北京音を中心とし、ｒ李氏音鑑』（季汝珍1785年)、
『音韻逢源』（裕恩1840年）の音系を参考にする。『琉球入学見聞録』の作者播相の出身地
湖南安郷県は中国北方方言の南西官話区内にあたる。安郷方言は主に『湖南安郷方言』（應
雨田1994年）を引用する。
ほかに、『日本祖語について（１－２０)』（服部四郎)、『琉球方言音韻の研究』（中本正智
1976年)、『琉球館訳語・使琉球録・音韻字海・琉球入学見聞録・中山伝信録寄語対照手冊』
（坂井健一1975年)、『｢琉球入学見聞録」土音の音訳字』（多和田真一郎『琉球の方言』
第20号1995年)、『クリフォード琉球語彙琉英配列語彙』（多和田真一郎『琉球の方言』
第９号1984年)、『｢沖縄対話」単語編・比較研究』（伊波和正『琉球の方言』２１号１９９６
年)、『琉漢對音與明代官話音研究』（丁鋒1995年)、『明清使録所記琉球語言文字』（丁鋒
語苑槻英一慶祝唐作藩教授七十寿辰学術論文集所収北京語言文化大学出版社1998年１
月)、『｢琉球訳」における琉球地名の対音解読』（丁鋒『琉球の方言』２１号1996年)、『琉
球入学見聞録』（近代中国史料叢刊第九十二輯に所收初版の影印本文海出版社刊刻年未
詳)、『安郷県志』（民国王標編纂民国二十五年手抄本による影印本中国方志叢書華中地
方第305號成文出版社）などを参考にした。
四、音声について
中琉対音は国際音声符号で統一する。各項目←→の前後の［］内は十八・十九世紀の
北京官話音と琉球資料による解読音である。安郷方言音に関する説明は項目の下に有る。引
用した音記の後ろの（）内に「＝」（同じ)、「←」～から変化してきた)、「→～へ変化
してゆく」の後ろは国際音声符号である。
『琉球入学見聞録』における寄語の琉中対音法則は主に以下（前中後琉）である。
Ｈ子音：
ｍ←→、、←→、ｌ←→ｒｘ←→ｈｆ←→の
ｔｓ、ｔｓ’（'有気音記号）←→ts、ｄｚｉｓ←→s、ｚ
t９，ｔ｡'、ｔ５，ｔS'←→tJ、ｄ５ｉ９，８←→ＪＺ←→ｄ５ｉｐ、ｐ'←→b、ｐｋ、ｋ'←→k、９
零子音←→７，零子音
口母音
ａ←→ａ、ａｘｅ、γ←→e、ｅｘ’←→j、１，ｌｘ、’ぜｕ←→ｗ、ｕ、ｕｘ、艦
ｏ←→ｏ、ｏｘａｕ←→ｏｘｉｅｕ←→ｉｕ
Ｅ）韻尾（子音音尾）
‐､、-9←→-Ｎ（-ｍ、-,,-0）無対応（入聲）←→~？（促音）
対音の中国語の主要特徴は：
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１．中国語発音は北京音を中心としながら、安郷方言音の影智も受けている。
２．斉歯呼（-i、‐i‐）と撮口呼（-i丑、‐y）の前の舌根音［k、ｋ'、ｘ］の口蓋化（それぞ
れt９，ｔ9'、９になる）は既に発生したが全面一律に広げていない。斉歯呼と撮口呼の前の歯
茎前音（ts、ｔｓ'、ｓ）の口蓋化（それぞれｔＰ、t9o'、９，になる）は始まっていない。
３．撮口呼の漢字が多く琉球のｉｕと対音する現象から見ると、それらの音は-ｉｕから-i丑
を経て-ｙヘ変化する途中で、‐ｙより-ｋ分の方が一般的である。
４．『廣韻』時代の果摂寄声学（平、上、去声字と一部分宕、梗、成摂入声字の韻母は現
代に－γと読むが、『琉球入学見聞録』にまだｏと読む。
５．蛤、喀、挨は「k'a、ｋ'a、iai」と発音する。
琉球（首里）音の特徴は：
１．三母音システムが定着した。
２．き、ぎは口蓋化した。
３．み→-Ｎ、９→i、た→tJiaの変化は発生した。
４．－部分の音節は新旧両音が併存する。
５．－部分夕行、サ行子音は貴族・士族発音と平民発音の区別が有する。
くｌ〉土音
一、天文類
1．天魔［t'iO］←→［tiN（天)］
安郷方言に「魔ｔ'in」と読む。琉球語彙に「heavensTing」とある。沖縄語辞典
に「天tiN」とある。
２．日虚［，i巷］←→［①oi：（日）］
沖縄語辞典に「日huoii」とある。
３．月此吉［ts'２ｔ?i］←→［tsitli（月）］
琉球語彙に「moonmonthStichee」とあり、ツキのキは既に口蓋化した。沖縄語
辞典に「月cici（ci＝tsici＝tJi）とある。
4．星弗失［fuSl］←→［①uJi（星)］
琉球語彙に「starsFooshee」とある。沖縄語辞典に「星husi」（hu＝のｕｓi＝
Ｊｉ）とある。
5．風恰子［k'ats?］←→［kadzi（風)］
北京官話と安郷方言は「11片」をともに「xa」と読み、「暗」を［k'a］と読む各地方
言も調べる限りに無い。琉球入学見聞録に「暗」が22回対音し、その中「力」と18回、
「ガ、カウ、ガウ、ハ」とそれぞれ１回になっている。沖縄方言に力行音がｈにな
る例が偶に有る（『琉球方言音韻の研究』Ｐ392）が、こんなに数多くの語彙は一斉に
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音変したことが考えにくい。この現象は発音者の個人習慣だか、それとも中国語にあ
る又音だか、また研究力泌要である。沖縄語辞典に「風kazi」（zi＝d5i←dzi）とあ
る。
６．雨阿震［amei］←→［７ami（雨)］
琉球語彙に「rainAmee」とある。沖縄語辞典に「雨７ami」とある。
７．雷堪理［k'anli］←→［kaNnai（雷)］
琉球館訳語に「雷刊毎那立」（k'amuinali]、中山伝信録に「雷喀''五秒－」
［k'ammiaui］（秒は那（na）の誤字だと思われる）とある。kaminariからkannai
（mi→Ｎｒｉ→i）になった音韻変化は首里方音に少なくても琉球入学見聞録以前の中
山伝信録（1721）時代に完成した。安郷方言に、とｌの区別がなく（自由変読)、、
（nai）を１（li）で対音したのは恐らく播相のお国なまりの発音によるものであろう。
沖縄語辞典に「雷kaNnai」とある。
８．雲窟木［k'umu］←→［kumu（雲)］
琉球語彙に「cloundskoomoo」とある。沖縄語辞典に「雲kumu」とある。
９．雪欲吉［MPi］←→［iutJi（雪)］
沖縄語辞典に「雪juci」（ci＝tJi）とある。
10．電福檀［fuli］←→［のudix（稲妻)］
ｄをｌと対音したのは、破裂音を側音のように聞き間違えたと思われる。沖縄語辞
典に「稲妻hudii」（hu＝①u）とある。
11．霜失木［Slmu］←→［Jimu（霜)］
沖縄語辞典に「霜simu」（si＝Ji）とある。
12.下雨阿露福的［ameifuti］←→［７ami①Tti（雨降って)］
琉球語彙に「torainAmeefooyoon9」とある。
13.下雪欲吉福的［賊?ifuti］←→［iutJi①u7ti（雪降って)］
14．霧１１合絲蜜［kas2mi］←→［kasimi（霞)］
霧のことに霞の発音を表記した。日葡辞書に「霞casumi」（Ca＝ka）とある。
15．露七欲［ts'ii丑］←→［tsiiu（露)］
沖縄語辞典に「露ciju」（9i＝tsi）とある。
16．霞鳴喀泥［k'ak'ani］←→［ko9ani仁がね)］
「こがれ」は朝焼けの色或いは朝日の出る光景のことを指す。『琉球の方言』２０号
（『琉球館訳語解読文(~)｣）P89の説明を参照する。
17．雷阿那檀［anali］←→［Parari（霞)］
ｒａをｎａで対音したのは方言音によるものであろう。沖縄対話に「霞アラリ
（arari)」とある。
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明日阿雑［atsa］←→［atJia（明日)］
琉球語彙に「tomorrowAcha」とある。沖縄語辞典に「明日？aca」（Ca＝tJia）
とある。
起風鳴子弗吉［k'ats2fut?i］←→［kazi①utJi（風吹き)］
天陰魔窟木的［t'iOk'umuti］←→［tiNkumu7ti（天曇って)］
天晴驍花力的［t'i9xualiti］←→［tiNhariti（天晴れて)］
天河驍吟阿拉［t'i9k'aala］←→［tiN9aara（天河原)］
沖縄語辞典に「銀河tiN9aara］とある。
後日阿撒的［asati］←→［7asati（明後日)］
琉球語彙に「dayaftertomorrowAsattee」とある。沖縄語辞典に「明後日
７asati」とある。
大後日欲恰阿撒的［i巷k'aasati］←→［iu7kaasati（四日明後日)]。
1８．
■
■
■
■
（叩『）《、叩》》■■■□《Ｔ〃』
■■■■ヘクク』《》〃』（一夕〃』
23.
24.
二、地理類
25．地歯［tls'1］←→［d5ii（地)］
琉球語彙に「theearthJee」とある。沖縄語辞典に「地zii」（zii＝d5ii）とある。
26．土歯至［tS'1tlsl］←→［tsitJi（土)］
安郷方言の「歯」はts'２と読む。
27．山牙鳴［iama］←→［iama（山)］
琉球語彙にrpathYamanameetchee」（山の道）とある。沖縄語辞典に「山
jama」とある。
28．川Ⅱ合珪［k'aua］←→［kaua（川)］
日葡辞書に「川kaua」とある。
29．江吟珪辣［k'auara］←→［kauara（河原)］
沖縄語辞典に「jllkaara」（a←ua）とある。
30．河Ⅱ合珪［k'aua］←→［kaua（川)］
２８と同じである。
31．海勿蜜［umi］←→［７umi（海)］
琉球語彙に「seeOomee」とある。沖縄語辞典に「海７umi」とある。
32．水媚吉［meit9i］←→［mid5i（水）］
琉球語彙に「waterMeezee」とある。対音字「吉」は既に口蓋化した。沖縄語辞
典に「水ｍｉ?i」（?i＝d5i）とある。
33．ｌＺｋ庫兀利［k'uuli］←→［kuuri（i水)］
沖縄語辞典に「lZkkuuri」とある。
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34．路蜜至［mitlsl］←→［mitJi（道)］
琉球語彙に「roadMeechee」とある。沖縄語辞典に「道mici」（ci＝tJi）とある。
35．岸倭喀［uok'a］←→［uoka（岡)］
日葡辞書に「岡Oka」とある。
36.石伊石［isl］←→［?ili（石)］
琉球語彙に「stoneishee」とある。沖縄語辞典に「石？isi」（si＝Ji）とある。
37．井喀［k'a］←→［kaX（井戸)］
琉球語彙に「WellMeezeeka」とある。沖縄語辞典に「井戸kaa」とある。
38．泥毒露［tulu］←→［duru（泥)］
琉球語彙に「muddooroo」とある。沖縄語辞典に「泥duru」とある。
39．沙息拉［sila］←→［sina（砂)］
琉球語彙に「sandsinna」とある。「拉」で、ａを対音するのは、方言の影響であ
ろう。沖縄語辞典に「沙§ina」（§i＝si）とある。
40．灰懐［xuaiW-→［huai（灰)］
沖縄語辞典と沖縄対話には「灰hwee」とあり、対音字旧懐」の発音から見ると、
『琉球入学見聞録』時代には母音まだ「uai」と読み、「uee」ではなかった。
41．碑十吉１１合拉［S1tPik'ala］←→［JitJi9aara（敷瓦)］
沖縄語辞典に「煉瓦sici9aara」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。
42.瓦喀辣［k'ala］←→［kaara（瓦)］
沖縄語辞典に「瓦kaara」とある。
43．遠徒撒［t'usa］←→［tuxsa（遠き)］
沖縄語辞典に「遠いtuusaN」とある。
44．近恥喀撒［tSlk'asa］←→［tJikasa（近き)］
沖縄語辞典に「近いcicasaN」（ci＝tJica＝tJia←ka）とある。
45．長那喀撒［nak'asa］←→［na9asa（長さ)］
琉球語彙に「LongorlenghtNagasa」とある。沖縄語辞典に「長いnagasaN」
とある。
46．短因來撒［int?iasa］←-つ［?iNtJiasa（短き)］
琉球語彙に「shortinjasa」とある。沖縄語辞典に「短い？iNcasaN」（Ca＝tJia）
とある。
47．前麥［mai］←→［mai（前)］
「前」の発音はmaie→mai→mee（沖縄語辞典）の順序で変化してきた。「麥」の発
音から見ると漢字音は第二段階に当る。
48．後窟使［k'ulSl］←一・［kuJi（後)］
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沖縄語辞典に「後kusi」（si＝Ji）とある。
49.左虚答歴［QMali］←→［hwidari（左)］
琉球語彙に「LeftFeejeeree」とある。沖縄語辞典に「左hwizai」（za＝d5ia←ｄａ
ｉ←ri）とある。
50．右蜜吉歴［mitPili］←→［mid3iri（右)］
琉球語彙に「rightMeejeree」とある。第二音節の子音が口蓋化した。沖縄語辞典
に「右miziri」（zi＝d5i）とある。
51．上１１合蜜［k'ami］←→［kami（上)］
沖縄語辞典に「上ｋａｍｉ」とある。
52.下使木［tlSlmu］←→［Jimu（下)］
沖縄語辞典に「下ｓｉｍｕ」（si＝Ji）とある。
53．東薫喀失［9itfenk'asl］←→［①iN9aJi（東)］
沖縄語辞典に「東hwi9asi」（si＝Ji）とある。
琉球語彙に「eastFin9assee」とある゜第二音節濁子音９の影響を受け、第一音節
の音尾に添音-Ｎがある。
54．西逆失［nilsl］←→［niJi（西)］
琉球語彙に「westNeeshee」とある。沖縄語辞典に「西nisi」（si＝Ji）とある。
55．南閏南蜜［minnanmi］←→［miNnaNmi（南)］
琉球語彙に「SouthMinami」とある。対音字から見ると、第二、第三音節の音尾
にそれぞれ添音-Ｎがある。
56．北及答［t9ita］←→［tJita（北)］
琉球語彙に「northcheeta」とある。第一音節のｋｉは既に口蓋化して「tJi」と読
む。
57．府麻吉利［matPili］←→［mad5iri（間切)］
沖縄語辞典に「間切maziri」（zi＝d3i）とある。
58．村母拉［mula］←→［mura（村)］
沖縄語辞典に「村mura」とある。
59．州收［lSeu］←→［Jiux（州)］
沖縄語辞典に「州siuX」（siu:＝Jiux）とある。
60．里撒毒［satu］←→［satu（里)］
沖縄語辞典に「里satu」とある。
61．橋花失［xuaSl］←→［haJi（橋)］
琉球語彙に「bridgeHashee」とある。沖縄語辞典に「橋hasi」（si＝Ji）とある。
62．過水蜜子珪答巳［mits2uatas2］←→［midziuatasi（水渡す)］３２條「水媚吉
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（meit9i」と違い、ここに「水蜜子［mits2］である。第二音節はdziからd5iへの
変化中、二音が共存していることが思われる。
63.行船混利酷兀已［xuanlik'uus2］←→［huNnikuusi（船航す)］
琉球語彙に「largeshipHoobooneorwesarahoonee」とある。第二音節、-の影
響で第一音節の音尾に添音-Ｎが有る。「利」で､iを対音するのは方言音だろう。
64．渡混利珪搭巳［xuenliuatas2］←→［huNniuatasi（船渡す)］
65．琉球地屋其惹［ut9'iZE］←→［utJinaa（沖縄)］
琉球館訳語に「琉球人倭及奴必周」（琉球：倭及奴uokinu)、陳侃使琉球録
（1579）に「琉球人倭急掌必周、（琉球：倭急掌uokina)、中山伝信録に「沖縄
屋其惹」とある。琉球入学見聞録にこの項目のほかに、「琉球烏吉逆冴［ut9iniia］
ともある。「沖縄」の「縄」の読み方は歴史上にnaua、naa以外に「nia」も存在した
ことが考えられる。沖縄語辞典に「沖縄７uciinaa」（ci＝tJi）とある。
66．巴麻讃間
「中山伝信録・琉球三十六島」に「巴麻」は「沖縄では間をマと発音する。『ま』
は島のことである｡」と注釈した。（原文は「中山讃問字音、同麻、華言山也｡｣)。
「東四島」には「巴麻、訳して浜島とする｡」とある。「西南九島にも「烏巴麻小
浜」とある。巴麻は浜島の発音「bama」である。讃間」は「間と読む」の意味で、
実に中山伝信録から写し間違えたもので「巴麻」の音記ではない。
67.泊土馬爺［t'umaie］←→［tumai］
第三音節のｉとieズレが有る。沖縄語辞典に「泊tumai」とある。
68．辻失汁［lsltlsl］←→［tsiXd5i（辻)］
『球雅』（1800）に「迭（｢辻」の誤字）山即日」（t9izl）とある。沖縄語辞典に
「辻ciizi」（9i＝tsizi＝d5i）とある。
69．久米苦念搭［k'unienta］←→［kuniNda（久米)］
沖縄語辞典に「久米kuniNda」とある。
70．喜屋武腔［t9'iaO］←→［tJiaN（喜屋武)］
沖縄語辞典に「喜屋武CaN」（Ca＝tJia）とある。
三、時令類
71．春花魯［xualu］←→［haru（春)］
沖縄語辞典に「春haru」とある。
726夏那即［natsi］←→［natsi（夏)］
沖縄語辞典に「夏na9i」（9i＝tsi）とある。
73．秋阿即［atPi］←→PatJi（秋)］
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沖縄語辞典に「秋？atJi」（ci＝tJi）とある。
74．冬弗欲［fui紐］←→［①uiu（冬)］
沖縄語辞典に「冬huju」とある。
75．冷灰撒［xueisa］←-や［hwi:sａ（冷さ)］
琉球語彙に「coldfeesa」とある。沖縄語辞典に「寒いhwisaN」とある。
76．熱阿子撒［ats?sa］←→［７atsisa（暑さ)］
琉球語彙に「hotwarmAteesa｣、「hotwaterAtseemeezeeoratcheeroo」とあ
る。沖縄語辞典に「熱い？aCisaN」（9i＝tsi）とある。
77．陰因［in］←→［？iＮ（陰)］
78．陽薬［io］←→［ioX（陽)］
「薬」の発音は安郷方言でｉｏと読み、北京官話でiｏ（読書音）とiau（口語音）と
読む。
79．書虚魯［9Ｍu］←→［huiru（昼)］
琉球語彙に「daylightHeeroo」とある。沖縄語辞典に「昼hwiru」とある。
80．夜枚陸［iulu］←→［iuru（夜)］
琉球語彙に「nightYooroo」とある。沖縄語辞典に「夜juru」とある。
81．朝阿撒［asa］←→［7asａ（朝)］
琉球語彙に「mｅａｌ２ｎｄ（twohoursafter）Assabung」（朝飯）とある。沖縄語辞
典に「朝７asa」とある。
82．晩邦［baU］←→［baN（晩)］
83.時土吉［t'utPi］←-．［tutJi（時)］
琉球語彙に「hourTwitchee」とある。第二音節「吉」は口蓋化した。沖縄語辞典
に「時tuci」（ci＝tJi）とある。
84．氣其［t，'i］←→［tJix（気)］
沖縄語辞典に「氣cii」（ci＝tJi）とある。
85.年土失［t'uSl］←-つ［tuJi（年)］
沖縄語辞典に「年tusi」（si＝Ji）とある。
86.節失子［Slts2］←→［Jitsi（節)］
沖縄語辞典に「節sicii」（si＝Ｊｉｃｉ＝tsi）とある。
87．正月巧倭刮止［SiouokuatS1］←→［Jiox9uatsi（正月)］
北京官話に「巧」の口語音は「Sau」である。安郷方言に「止」は「ts2」と読む。
８７から98まで12項目の「止」は全部ts2と対音、安郷方言の影響あるかもしれない。
琉球語彙に「JanuaryShawgwautsee」とある。沖縄語辞典に「正月sjoogwaCi（ｓｊ
＝Ｊｉｃｉ＝tsi)」とある。
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88．二月賦刮止［nikuatSl］←→［ni9uatsi（二月)］
琉球語彙に「FebruryNee9wautsee」とある。沖縄語辞典に「二月ni9wa9（9＝
ｔｓ）とある。
89．三月三刮止［sankuatSl］←→［saN9uatsi（三月)］
琉球語彙に「Marchsang9wautsee」とある。沖縄語辞典に「三月saN9waCi」
（9i＝tsi）とある。
90．四月失刮止［S1kuatlsl］←→［Ji9uatsi（四月)］
琉球語彙に「Aprilshee9wautsee」とある。沖縄語辞典に「四月si9wa9i」（si＝
Ｊｉｃｉ＝tsi）とある。
91．五月共刮止［ku9kuatS1］←→［9uN9uatsi（五月)］
対音字から見ると、第二音節燭子音９－の影響で、第一音節の末に添音-Ｎがある。
琉球語彙に「MayGoo9wautsee」とある゜沖縄語辞典に「五月９u9wa9i」（Ci＝tsi）
とある。
92．六月六骨刮止［liukukuatlSl］←→［ruku9watsi（六月)］
安郷方言に「六」をlouと読む。琉球語彙に「JuneRoocoo9wautsee」とある。沖
縄語辞典に「六月ruku9waCi」（Ci＝tsi）とある。
93．七月失止刮止［lSltS1kuatlsl］←→［JitJi9uatsi（七月)］
琉球語彙に「JulySitchee9Wautsee」とある。沖縄語辞典に「七月sici9waCi」（ｓｉ
＝Ｊｉｃｉ＝cJi9i＝tsi）とある。
94．八月膳知刮止［PiatS1kuatlsl］←→［hatJi9uatsi（八月)］
首里語の発音から見ると、第一音節の子音は軟口蓋音である。対音字「膳」の発音
は中古から「xa-･XIa→xia→9ia」のように変化して来たことから見ると、「xia」と
読むかもしれない。琉球語彙に「AugustFatchee9wautsee」とある。沖縄語辞典に
「八月haci9wa9i」（Ci＝tsi）とある。
95．九月空刮止［k'uOkuatSl］←-＋［kuNguatsi（九月)］
対音字から見ると、第二音節の子音９－の影響で、第一音節の音尾に添音-Ｎがある。
琉球語彙に「SeptemberCoo9wautsee」とある。沖縄語辞典に「九月ku9waCi」（Ｃｉ
＝tsi）とある。
96．十月蔭刮止［2(i巷kuatS1］←→［d5iux9uatsi（十月)］
琉球語彙に「OctoberJoo9wautsee」とある。沖縄語辞典に「十月zuu9waCi」（9ｉ
＝tsi）とある。
97．十一月蔭亦止刮止［2iせitSlkuatS1］←→［d5iuxitJi9uatsi（十一月)］
琉球語彙に「NovemberJooitchee9wautsee」とある。沖縄語辞典に「十一月
zuuici9waCi」（ci＝tJiCi＝tsi）とある。
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９８．十二月雇臓刮止［Zi丑nikuatS1］←→［d5iumi9uatsi（十二月)］
琉球語彙に「DecemberJoonee9uautsee」とある。
９９．初一之搭之［tSltatlslJ←→［tsiitatJi（一日)］
琉球語彙に「ＮａｍｅｓｏｆｔｈｅＤａｙｓｏｆｔｈｅＭｏｏｎｆｒｏｍＮｅｗｔｏＦｕｌｌ」に－
日から十五日の読方がある。その中に第一日めは「cheetatchee」とある。沖縄語辞
典と違って、「tsii」と読まなく、ｃｈｅｅ（tJi）と読み、対音字「之」の発音［tlsl］に
近い。ツをチと読むのは貴族・士族の発音特徴であり、以上十二ケ月の「ガツ」の
「ツ」を「止」で対音したのも恐らく同じなことだろう。沖縄語辞典に「朔、－日
Ciitaci」（9i＝tJici＝tJi）とある。
100．初二福子蔓［futs2ka］←→［のutsika（二日)］
沖縄語辞典に「二日hUcika」（hu＝①ｕｃｉ＝tJi←tsi）とある。
101．初三之搭之密蔓［tlsltatSlmika］←→［tsiitatJimika（朔三日)］
沖縄語辞典に「三日miQka」とある。
102．初四之搭之晴喀［tSltatSliuka］←→［tsiitatJiiぜうkａ（朔四日)］
沖縄語辞典に「四日juQka」とある。
103．初五之搭之一子憂［tSltatSlits?ka］←→［tsiitatJiitsika（朔五日)］
104．初六之搭之美蔓［tSltatSlmuika］←→［tsiitatJimuika（朔六日)］
対音字「美」と「梅」は中古からmuqi→muei→ｍｅiのように変化した。明清時代
にはmueiからmeiになる段階である。琉球入学見聞録に美はメ（三回)、ミ（－回)、
ムイ（－回）と対音、梅はメ（－回)、ミ（－回）と対音した。七回の対音に六回が
mei、一回たげがmueiであることを考えれば、mueiの発音よりmeiの方が一般的で
あろう。
105．初七之搭之南喀［tSltatSlnank'a］←→［tsiitatJinanoka（朔七日)］
対音字「南」はｎａｎｏの合音である。
106．初八之搭之約喀［tSltatSlioka'］←→［tsiitatJiio:kａ（朔八日)］
安郷方言に「約」はｉｏと読み、北京音はｙｏ、ｙＥ、ｉａｕと発音する。琉球語彙に
「yookａ（八日)」がある。
107．初九之搭之酷古盧喀［tlsltatSlk'ukuluk'a］←→［tsiitatJikukunuka（朔九日)］
、ｕをlｕ（盧）で対音するのは方言音によるものだと考えられる。
108．初十之搭之突喀［t51tatSltuk'a］←→［tsiitatJitu:kａ（朔十日)］
沖縄語辞典に「十日tuka」とある。
109．十一蔭亦之泥止［ZiせitSlnitSl］←→［d5iuxitJinitJi（十一日)］
琉球語彙に「Jooitcheenitchee（十一日)」とある。
110．十二薩臓泥止［Zi廿ninitSl］←→［d5iuminitJi（十二日)］
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琉球語彙に「Jooneenitchee（十二日)」とある。
111．十三薦三泥止［2iぜsannitSl］←→［d5iuXsannitJi（十三日)］
琉球語彙に「Joosannitchee（十三日)」とある。
112．十四蔭育喀［2ｌＭせk'a］←→［d5iuxiuka（十四日)］
琉球語彙に「Jooyooka（十四日)」とある。
113．十五蔭古泥止にi丑kunitSl］←→［d5iuxkunitJi（十五日)］
琉球語彙に「Joo900nitchee（十五日)」とある。
114．十六薦魯古泥止［ZMukunitSl］←→［d5iuxrukunitJi（十六日)］
沖縄語辞典に「十六zuuruku」（zuu＝d5iux）とある。
115．十七蔭＋之泥止［ZiせSltSlnitSl］←→［d5iuxJitJinitJi（十七日)］
沖縄語辞典に「十七zuusici」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。
116．十八蔭滑之泥止［Zi笹xuatlSlnitSl］←→［d5iu:hatJinitJi（十八日)］
沖縄語辞典に「十八zuuhaci」（ci＝tJi）とある。
117．十九蔭酷泥止［Zi芒kunitlsl］←→［d5iuxkunitJi（十九日)］
沖縄語辞典に「十九zuuku」とある。
118．二十膳子喀［Piats2k'a］←→［hatsika（二十日)］
琉球音からみると、「膳」は、口蓋化した前の「xia」と読むべきである（94を参
照)。沖縄語辞典に「二十日haCika」（Ci＝tsi）とある。
119．二十一膳子喀止［Piats2k'atSl］←→［hatsikaitJi（二十一日)］
「膳」の発音は118と同じである。「イチ（－)」のイに対応する対音字が無い。
120．二十二泥肉泥泥止［ni2(i丑ninitS1］←→［nid5iuminitJi（二十二日)］
沖縄語辞典に「二十nizuu」（zuu＝d5iux）とある。
121．二十三泥蔭三泥止［ni2iせsannitlsl］←-．［nid5iu:saNnitJi（二十三日)］
琉球語彙に「Sannitchee（三日)」とある。
122．二十四泥摩蔭喀［ni2ti出i芒ka］←→［nid3iuxiu7ka（二十四日)］
二番目の「蔭」は誤字だと考えられる。102,112は晴（i恐)、育（班）となってい
る。
123．泥蔭古泥止［niZiせkunitSl］←→［nid5iuX9unitJi（二十五日)］
琉球語彙に「g00nitchee（五日)」とある。沖縄語辞典に「五日９unici」（ci＝tJi）
とある。
124．二十六泥摩魯古泥止［niZMukunitiSl］←→［nid5iuXlukunitJi（二十六日)］
沖縄語辞典に「六日rukunici」（ci＝tJi）とある。
125．二十七臓蔭失止泥止［ni2li笠S1t51nitS1］←→［nid5iu:JitJinitJi（二十七日)］
琉球語彙にrsitcheenitchee（七日)」とある。沖縄語辞典に「七日sicinici」（sｉ
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＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。
126．二十八泥薦滑止泥止［ni2liせxuatS1nitS1］←→［nid5iu:hatJinitJi（二十八日)］
琉球語彙に「fatcheenitchee（八日)」とある。沖縄語辞典に「八日hacinici」
（ci＝tJi）とある。
127．二十九臓蔭酷泥止［niZiせkunitSl］←→［nid5iu:knnitJi（二十九日)」
琉球語彙に「coonitchee（九日）とある。
128．三蔭泥止［sanZi芒nitSl］←→［saNd5iuxnitJi（三十日)］
沖縄語辞典に「三十saNzuu」（zuu＝d5iux）とある。
四、人物類
129．虚毒［9Ｍu］←→［のitu（人)］
′沖縄語辞典に「人hwitu」（hwi＝①i）とある。
130．唐人駄模周虚毒［tuoloutSoﾓfPi芒tu］←→［toxnu?tJiuのitu（唐の人人)］
沖縄語辞典に「中国人toonuQcu」（Qcu＝７tJiu）とある。
131．大夫帖夫［t'iefu］←→［dexのｕ（大夫)］
132．長史察姑事［tS'akuSl］←→［sakuJi（冊史)］
安郷方言に「察」が「tsa」と読む。沖縄語辞典に「冊史sakusi」（si＝Ji）とあ
る。
133．通事吐子［t'uts2］←→［tuxd5i（通事)］
沖縄語辞典に「通事tuuzi」（zi＝d5i）となる。
134．正使背匙［IsiolSl］←→［JioXJi（正使)］
135．副使呼匙［xuSl］←→［huJi（副使)］
136．臣子聲喀［530k'a］←→［fiNka（臣下)］
沖縄語辞典に「臣下siNka」（si＝Ji）とある。
137．祖烏弗首［ufuSou］←→［?u①uJiuX（大主)］
沖縄語辞典に「父方の－番上の伯父７uhusjuu」（hu＝①ｕｓj＝Ji）とある。
138．父烏杏喀奴屋牙［u?i9k'anuuia］←→［uikiN9anuuia（父親)］
沖縄語辞典に「父親wiki9anuuja」とある。第二音節子音の｡（或いはx）とｋは
ズレが有る。第三音節子音９－の影響で、第二音節の音尾に添音-Ｎが有る。
139．母烏那姑奴烏呪［unakunuuia］←→［uina9unuuia（母親)］
沖縄語辞典に「母親wina9unu7uja」とある。
140．兄西察［sitS'a］←→［sixdza（兄)］
沖縄語辞典に「兄§ii9a」（§i＝ｓｉｚａ＝dza）とある。安郷方言に「察」はts'ａと
読む。
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141．弟屋毒［utu］←→Ｐｕ?tｕ（弟)］
沖縄語辞典に「弟７uQtu」とある。
142．子寡［kua］←→Ｐｋｕａ（子)］
琉球語彙にrchildrenqua」とある。沖縄語辞典に「子Qkua」とある。
143．女兒烏那姑寡［unakukua］←→［uina9u9ua（娘)］
沖縄語彙に「daughterlnnagooongua」とある。
沖縄語辞典に「娘WiNa9uN9wa」とある。対音の第三音節に添音-Ｎが無い。
144．夫烏毒［utu］←→［utu（夫)］
沖縄語辞典に「夫，utu」とある。
145．妻吐止［t'utSl］←→［tud5i（妻)］
沖縄語辞典に「妻tuzi」（zi＝d5i）とある。
146．婦晴美［i殻mei］←→［iumi（嫁)］
沖縄語辞典に「嫁ｊｕｍｉ」とある。
147．孫烏麻喀［umak'a］←→［uma9a（孫)］
沖縄語辞典に「孫？Nma9a」（7N←u←o）とある。
148．朋友盧失［luSl］←→［duJi（友達)］
対音は破裂音の。を側音のｌに誤った。中山伝信録は「朋友濁需」（tu9y）とあ
る。琉球語彙に「friendEedooshee」とある。沖縄語辞典に「友達dusi」（si＝Ji）
とある。
149.体肝［ia］←→［?iax（お前)］
琉球語彙に「youYa」とある。沖縄語辞典に「お前７jaa」とある。
150．我往［uaO］←→［uaN（私)］
琉球語彙に「IWang」とある。沖縄語辞典に「私WaN」とある。
151．男烏吉喀［utPik'a］←→［uikiko（男)］
琉球音から見ると、対音字の「吉」は未だ口蓋化していない。琉球語彙に「A
manickkee9a」とある。沖縄語辞典に「男wiki9a」とある。
152．女烏那姑［una9u］←→［uina9u（女)］
琉球語彙に「Awomanlnna90」とある゜沖縄語辞典に「女wina9u」とある。
138父、139母、143女兒、151男、152女など全部五項目の第一音節には、琉球入学見
聞録が「烏（u)」で対音、沖縄語辞典の「wｉ（ui)」とやや違う。中山伝信録に以上
の所が全部「會」で対音、沖縄語辞典に合う。
153．親戚隈街［ueit9iE］←→［?ueXka（親戚)］
琉球音第二音節から見ると、対音字「街」は未だ口蓋化以前のｋｉｅ或いはｋｉａと
読むべきである。琉球語彙に「brotherweekee」とある。沖縄語辞典に「親戚
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？weeka」とある。
154．姉姑西察烏乃［kusitS'aunai］←→［?usiXdzaunai（お姉)］
琉球語彙に「sisteroni9h（onai)」とある･沖縄語辞典に「妹§ii9aunai」（§i＝ｓｉ
ｚａ＝dza)、また「御（敬語接頭辞）？u」とある。対音字「姑」の子音「k」が「？」と
対音する。
155．妹屋毒烏乃［utuunai］←→［？u?tuunai（妹)］
沖縄語辞典に「妹７uQtuunai」とある。
156．伯洗察庫局［sitS'axuntPiせ］←→［siXdzauNtJiux（伯父)］
沖縄語辞典に「伯父uNcuu」（cuu＝tJiux）とある。琉球語の方は「兄の叔父」の
発音である。
157．叔屋多庫局［utuoxuntPM←→［？u，tuuNtJiu：（叔父)］
琉球語の方は「弟の叔父」の音である。141弟はここの「屋多（tuo)」と違って、
「屋毒（tu)」で対音した。中山伝信録にも「叔屋多揮局」とあって、「多」は呉方
言で「tu」と読む。この項目は中山伝信録の影響を受けたかもしれない。
158．姪威［uei］←→［uix（甥)］
沖縄語辞典に「甥wii」とある。
159．小核子畦辣比［ualapi］←→［uarabi（童)］
小咳子は子供の意である。琉球語彙に「AchildWarrabee」とある。沖縄語辞典
に「童warabi」とある。
160．大人思毒［s?tu］←→［Jitu（舅)］
沖縄語辞典に「舅situ」（si＝Ji）とある。
161．婿慕穀［muku］←→［muXku（婿)］
沖縄語辞典に「婿muuku」とある。
162．師父食背［lSlIsio］←-．［JiJio：（師匠)］
「Sio」（読書音）に対して「Siau」（口語音）も有る。沖縄語辞典に「師匠sisjoo」
（si＝sj＝Ji）とある。
亦云夫子［futs?］←→［①utsi］
「亦云」は注釈語、「また……と言う」の意味である。
163．徒弟波子人侍［pots2ZanSl］←→［bo:dzi（坊子？)］
沖縄語辞典に「坊子booPi」（?i＝dzi）とある。「人侍」不明。『琉球入学見聞録・
土音の音訳字』に「練修」と解読したが、対音字の発音に合わない。
164．薔生亦黙［isa］←→［７iJia（医者)］
琉球語彙に「physicianlshsha」とある。沖縄語辞典に「医者Pisia」（si＝Ji）と
ある。
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165．僕塗末［t'umo］←→［tumo（供)］
琉球語彙に「sevantToomoo」とある。沖縄語辞典に「供tumu」（mu←mo）と
ある。
166.Ｙ頭烏那姑珪辣倍［unakuualapei］←→［uina9uuarabi（女童)］
「Ｙ頭」は女の召し使い、下女の意である。沖縄語辞典に「女wina9u｣、「童
，warabi」とある。159條「小咳子珪辣比」の対音字と違って、それぞれ比（pi)、
倍（pei）として異なる。
167．客人恰谷［tP'iaku］←→［tJiaku（客)］
沖縄語辞典に「客caku」（Ca＝tJia）とある。
168．主人梯述［t'i6i廿］←→［ti:Jiu（亭主)］
沖縄語辞典に「亭主tiisju」（sj＝Ii）とある。
169．日本人亜馬吐虚毒［iamat'uPi航u］←→［iamatu①itu（大和人)］
沖縄語辞典に「日本jamatu」とある。
170．高麗人何列虚毒［koliePi巷tu］←-つ［koXrex①itu（高麗人)］
「何」は明代、清代前期に「ko」と読み、情後期から「kγ」となる。沖縄語辞典
に「朝鮮kooree」とある。
171.大烏灰撒［uxuaisa］←→［7uhuisa（大きい)］
沖縄語辞典に「大きい７uhwisaN」とある。
172．小枯撒［kusa］←→［kuxsa（小言い)］
琉球語彙にrsmallcoosa」とある。沖縄語辞典に「小きいkuusaN」とある。
173．貧薫述［xi巷anlSi丑］←→［huiNJiux（貧乏)］
沖縄語辞典に「貧乏huiNsuu」（su＝Jiu）とある。
174．富隈格［ueike］←→［?ueXkix（金持ち)］
沖縄語辞典に「金持ち,weekii」とある。中山伝信録に「富隈既奴周」とある。
175．親雲上牌金［p'aitPin］←→［p'extJin（親雲上)］
沖縄語辞典に「親雲上peeciN」（ci＝tJ:）とある。親雲上、廃藩前の位階の名。
五、人事類
176．作揖攪及［lit99i］←→［ri:d5i（礼儀)］
作揖（中国旧時の）両手を胸元に組んで上下に動かす礼をすることである。沖縄語
辞典に「礼儀riizi」（zi＝d5i）とある。
177．洗浴阿美的［ameiti］←→［amiti（浴びて)］
中山伝信録にも「洗浴阿美的」とある。
178．上人洗面烏木的阿來［umutialai］←→Pumuti7arai（表洗ひ)］
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上人、旧時、召使いがその主人のことをいう称呼。洗面、顔を洗う。沖縄語辞典に
「表７umuti｣、「洗う？arajuN」とある。
179．下人洗面此辣阿來［ts'21aalai］←→［tsiraarai（面洗ひ)］
下人、召使い、使用人。沖縄語辞典に「面Cira」にi＝tsi）とある。
180．拳頭蹄子拱［t'its?kuD］←→［tixtsikuN（手突く)］
琉球語彙に「toquarrelTitskoong」とある。沖縄語辞典に「手tii｣、「突くCicuN」
（9i＝tsi）とある。中山伝信録にも「拳頭打蹄子拱」がある。「拳頭」は中国語で
名詞「拳」の意味で、琉球入学見聞録の人事門には動詞、形容詞を中心とされ、若し
「拳」の意味なら、身体に入れるべきである。したがって、ここに「打」が脱落され
たと思われる。
181.打架蒙羅［mueOluo］←→［muNdoX（喧嘩)］
「打架」は中国語でけんか（する)、喧喋（する）という意味である。沖縄語辞典
に「喧嘩muNdoo」とある。安郷方言には「蒙」を「moO｣、「羅」を「lo」と読む。
「蒙」は北京音で明から現代まで「muU→mueD→ｍｅ､」という音変が発生した。琉球
入学見聞録時代にはｍｕＤよりｍｕｇ、の方が妥当なのである。第二音節はｄをｌに誤聴
して記したものだと思われる。
182．脱衣軽花子的［t，'iOxuats?ti］←→［tJiNhadzidi（着物脱いで)］
琉球語彙に「clothorclothesching｣、「toundressChinghajeeing」とある。沖
縄語辞典に「着物ciN」（ci＝tJi)、「脱ぐｈａ\ijuN」（?i＝dzi）とある。
183．殺枯魯止［k，ulutSl］←→［kurutJi（殺し)］
琉球語彙に「tokillkorossu」とある。沖縄語辞典に「殺すkurusjuN」とある。
184．醇威帯［ueiti］←→［uｈｔｉ（酔って)］
沖縄語辞典に「酔うWiijuN」とある。
185．睡寧帯［niOti］←→［niNti（寝て)］
琉球語彙に「sleepingnintee」とある。沖縄語辞典に「眠るniNzuN」とある。
186．起来烏機的［ut9iti］←→Pukiti（起きて)］
琉球語彙に「towakeOoking」とある。沖縄語辞典に「起きて７ukijuN」とある。
琉球音からみると、第二音節対音字「機」はまだ口蓋化していない。
1８７．痩呪的［iati］←→［iadi（痛んで)］
沖縄語辞典に「痛むjanuN」とある。浦添・小湾方言辞典に「痛むjamuO」と
ある。
188．行路阿之［atlsl］←→［?a?tJi（歩いて)］
琉球語彙に「towalkAtchoong」とある。沖縄語辞典に「歩くうaQcuN」とある。
浦添・小湾方言辞典に「歩く？attJuD」とある。
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189．等待麻之［matsl］←→［matJi（待ち)］
琉球語彙に「stopMatee」とある。沖縄語辞典に「待つmacuN」とある。
190．病肝的［iati］←→［iadi（病んで)］
187條「癌」を参照する。琉球語彙に「sickyadong」とある。
191．生亦吉之［it?itlsl］←→PitJitJi（生きて)］
沖縄語辞典に「生きる？icicuN」（ci＝tJi）とある。
192．死失宜［lsltlsl］←→［JitJi（死)］
琉球語彙にrdiesinjuU」とある。沖縄語辞典に「死ぬsinuN」（si＝Ji）とある。
浦添・小湾方言辞典に「死ぬJinuU」とある。
193．傷風恰那失機［xanaSltPi］←→［hanaJitJi（風邪)］
沖縄語辞典に「風邪hanasici」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。浦添・小湾方言辞典に
「風邪hana9itJi」とある。この項目以外、「暗」は「k'a」と発音、第５條「風」
を参照する。
194．好求卿黙［tP'iulaSa］←→［tJiurasa（美しい)］
琉球語彙に「9oodChoorasa」とある。沖縄語辞典に「美しいcurasaN」（Cu＝
tJiu）とある。浦添．小湾方言辞典に「美しいtJurasaO」とある。安郷方言に「黙」
をｓａと発音する。
195．不好掩,黙［uaSa］←→［ua7sa（悪い)］
琉球語彙に「badWasa」とある。沖縄語辞典に「悪いwaQsaN」とある。安郷
方言に「黙」をｓａと発音する。
196．貢科的［koti］←→［koxti（買って)］
沖縄語辞典に「買うkoojuN」とある。
197．責屋的［uti］←→Ｐｕｔｉ（売って)］
沖縄語辞典に「売る？ujuN」とある。浦添・小湾方言辞典に「売る７uiO」とあ
る。
198．言語枯毒八［k，utupa］←→［kutuba（言葉)］
「言語」は中国語で返事をする、口をきく、声をかけるなどの意味を持つ動詞であ
る。日本語の「言葉」は中国語で「語言」と言う。沖縄語辞典に「言葉kutuba」と
ある。
199．上緊走准姑亦急［tSi笠nkuitQi］←→［paikuitJi（速く行き)］
『琉球館訳語』、陳侃『使琉球録』、請崇業『使琉球録』、『中山伝信録』にも「上緊
走」（急いて行く、速く行くという意味）が有る。対音字は殆ど「排姑亦急」
［paikuik（tJ）ｉ］とした（琉球館訳語は「急」ではなく「及」である)･琉球語の
「速く行き［paikuik（tJ）ｉ］（pa→①a→ha、ｉ←ia）の対音から見ると、琉球入学見
聞録の第一音節対音字「准」が「排」の誤字だと考えられる。
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200．夢亦梅［imei］←→［imi（夢)］
沖縄語辞典に「夢ｉｍｉ」とある。中国語の「夢」は「夢を見る」意味も持つ。
201．痩挨的［iaiti］←→［iaitix（痩せる)］
琉球語彙に「lean（notfat）yaitee）とある。沖縄語辞典に「痩せる，jasijuN」と
ある。明代と清代前期に「挨」がまだ「iai」と読み、清代後期から「ai」になる。安
郷方言では「挨」をOaiと読む。
202．肥快的［kuaiti］←→［kuaitix（肥えて)］
琉球語彙に「fatQuaitee」とある。沖縄語辞典に「肥えるkweejuN」とある。
203．早起阿撒烏機［asautqi］←→［?asa?uki（早起)］
第81朝、186起来を参照する。琉球音から見ると、「機」はまだ口蓋化していなかっ
た。
204．暁得失之［lsltsl］←→［JitJi（知って)］
沖縄語辞典に「知るsijuN」（si＝Ji）とある。暁得、知る、分かる。
205．不暁得失藍［lsllan］←→［JiraN（知らん)］
206．回去木毒利［mutuli］←→［muduri（戻り)］
沖縄語辞典に「帰るmudujuN｣、「戻りmudui」（i←ri）とある。
207．坐識吉［SltPi］←→［sitJi（敷き)］
沖縄語辞典に「敷くsicuN｣、「敷きsici」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。
宮室類
宮密牙［miia］←→［miia（宮)］
琉球語彙に「templemeea」とある。沖縄語辞典に「宮mija」とある。
屋牙［ia］←→［iaX（家)］
琉球語彙に「houseya」とある。沖縄語辞典に「家jaa」とある。
門濁［tSuo］←→［d5ioX（門)］
沖縄語辞典に「門Zoo」（zo＝d5io）とある。沖縄対話にも「門ジャウ（joX）と
ある。
戸花失利窟歯［xualsllik'utSl］←→［haJirikutJi（戸口)］
琉球語彙に「doorhashirree」とある。沖縄語辞典に「戸hasiru」（si＝Ji)、「口
kuci」（ci＝tJi）とある。浦添・小湾方言辞典に「戸口haJiru9utJi」とある。
聰麻毒喀［matuk'a］←→［maduka（窓か)］
『琉球館訳語』、陳侃『使琉球録』に「窓慢多」とある。中山伝信録に「馬都」
とある。「か」は疑問を表す助詞だと考えられる。
堵Ⅱ合吉［k'atPi］←→［katli（垣)］
＿Ｌ－
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琉球語彙に「housekatchee」とある。沖縄語辞典に「垣kaci」（ci＝tJi）とある。
214．亭提［t'i］←→［tiX（亭)］
沖縄語辞典に「亭tii」とある。
215．園逆珪［niua］←→［niua（庭)］
沖縄語辞典に「庭ｎｉｗａ」とある。
216．増奇栽［tPitsai］←→［kidzai（階段)］
「増」は「階」の異体字である。沖縄語辞典に「階段kizai」とある。琉球語か
らみると、第一音節対音字は未だ口蓋化していなかった。
217.瓦房WjliI弗吉牙［k'alafut9iia］←→［kaXraのutJiia：（瓦葺き家)］
沖縄語辞典に「瓦kaara｣、「葺くhucuN｣、「家jaa」とある。
七、器用類
218．弓欲密［i笹mi］←→［iumi（弓)］
琉球語彙に「Abowyoomee」とある。沖縄語辞典に「弓jumi」とある。
219．箭依牙［iia］←→Ｐｉｉａ（箭)］
琉球語彙に「AarrowEea」とある。沖縄語辞典に「箭７ija」とある。
220．担笛塔阿谷［taaku］←→［taagu（桶)］
沖縄語辞典に「桶taagu」とある。沖縄対話に「手桶ターグ［ta:gu]」とある。
221．木杓休木［nipu］←→［niXbu（柄杓)］
沖縄語辞典に「柄杓niibu」とある。沖縄対話に「柄杓ニーブ［niXbu]」とあ
る。
222.脚踏棉藤子［zlMs2］
「脚踏棉」という名は琉球入学見聞録以前にも使録に現れ、「畳」のことを指す。
明代の冊封使杜三策の門人胡靖『杜天使冊封琉球真記奇見』（1633）に地面に敷く
「地席」を脚踏棉と記したのは最初である。以後清代の冊封使汪揖、林麟娼『使琉球
雑録』（1683)、周煙『琉球国誌略』（1756)、李鼎元『使琉球記』（1800）も踏襲して
近似した文字で記録した。「脚踏棉」はkiatamien或いはtPiatamiEnなどを読み、
あまり首里語の発音らしくないけど、首里以外の方言あるいはむりやり意味に合わせ
て（脚で踏む敷き綿）「タタミ」の発音を表記したのは確かなことである。後に冊封
使費錫章の従客黄景福が書いた『続琉球国誌略』（1808）は始めて「部屋に細蒔を敷
き、中身は草で、布を縁にして、場割密（t'atami）という｡」と指摘した。琉球入学
見聞録が「脚踏棉」を項目としたのは間違っている。「藤子」は中国語で「敷き布団」
の意味を持ち、対音字だと考えられない。今の形より、むしろ「藤子脚踏棉」の方
がもっと正しい。中山伝信録にも「脚踏棉波着子［putPiats2（蘇州音)］とあるか
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ら、琉球入学見聞録はその影響を受けたかもしれない。
223．棹列Ｄｉｅ］←→［keX（擢)］
沖縄語辞典に「擢kee」とある。対音字の子音ｌはｋの誤聴誤記だと思われる。
224．浴桶阿美塔阿谷［ameifaaku］←→［amittagu（浴桶)］
177洗浴、220担笛を参照する。
225．椅子依［i］←→［i：（椅)］
琉球語彙に「chairee（Chinese)」とある。沖縄語辞典に「椅子ｉｉ」とある。
226．風煽暗子魯［k'ats?lu］←→［kadziru：（風炉)］
「恰子」は第５風を参照する。沖縄語辞典に「炉ruu」とある。
227．戦子花喀依［xuaRai］←→［hakai（秤)］
數子とは「中国旧式の小型はかり」である。沖縄語辞典に「秤hakai」とある。
228．天平魔平［t'iOp'iO］←→［tiNbiN（天秤)］
229．刀和竹［xuotSiせ］←→［hoXtJiu：（包丁)］
沖縄語辞典に「包丁hoocaa）（Caa＝tJiax←tJiu:←tJio:）とある。
230．刀鞘絲古撒耶［s?kusaia］←→［si9usaia（宣鞘)］
沖縄語辞典に「鞘saja」とある。
231.輪子喀谷［k'aku］←→［ka9u（駕篭)］
輔子、中国旧式の駕籠。琉球語彙に「palanquinchairkagoo」とある。沖縄語辞
典に「駕篭kagu」とある。
232．木套阿失雑［alsltsa］←→［aJidza（下駄)］
沖縄語辞典に「下駄asiza」（si＝Ｊｉｚａ＝d5ia←dza←｡a）とある。
233．傘恰撒［Kasa］←→［kasa（傘)］
琉球語彙に「unbrellakassa」とある。沖縄語辞典に「傘kasa」とある。
234.床椚減［mantsaO］←→［miNdzaN（御床)］
琉球語彙にrbedNedokuni」とある。沖縄語辞典に「床juka｣、「床tuku」と
ある。以上の発音はみな対音に合わない。中国語の「床」はベットで、読み方はｔｓ
’ua9（北京語)、ｔ９'ya9（安郷方言）である。「減」は琉球官生が読んだ中国語「床」
の発音だと思われる。「椚」はｍｉ（御、敬語を表す。音節未に添音一Ｎが有る）で、
沖縄語辞典に「mi-（接頭）［美］御（み)。尊敬の接頭辞｡」とある。
235．燈吐盧［t'ulu］←→［tｍｒｕ（灯寵)］
琉球語彙にrlanterntooroo」とある。沖縄語辞典に「灯寵tuuru」とある。
236.面桶此卿塔阿來［ts'ilat'aalai］←→［tsiratiarai（面手洗)］
沖縄語辞典に「面Cirａ（Ci＝tsi)」とある。「広辞苑」に「手洗」手を洗うのに用
いる湯または水を盛る器｡」とある。
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237．鍋那倍［napei］←→［naxbi（鍋)］
沖縄語辞典に「鍋naabi」とある。
238．鍋蓋那倍弗答［napeifuta］←→［､a:bi①uta（鍋蓋)］
琉球語彙に「Jar,ｉｔｓｔｏｐｏｒｃｏｖｅｒＨｏｏｔａ」とある。沖縄語辞典に「蓋huta」
（hu＝のu）とある。
239.瓦權恰阿美［k'aamei］←→［kaami（甕)］
沖縄語辞典に「甕kaami」とある。
240．掃箒和吉［xuot?i］←→［hoXtJi（箒)］
沖縄語辞典に「箒hooci」（ci＝tJi）とある。
241．紅弗休［funi］←→［のuni（船)］
「紅｣、船の異体字。琉球語彙に「Ashiphoonee」とある。沖縄語辞典に「船
huni」（hu＝①u）とある。
242．等盤述奴班［tSiｻnupan］←→［JiunubaN（算盤)］
「等」は「算」の異体字である。沖縄語辞典に「算盤sunubaN」（su＝Jiu）とあ
る。
243.泊蓋思子吉［s?ts?tPi］←→［Jid5itJi（油皿)］
沖縄語辞典に「油msizici」（si＝Ji←ｓｉｚｉ＝d5i←dzici＝tJi）とある。中山伝
信録に「油蓋難之既」［suitslt9i］とある。
244．硫撒八吉［sapatPiﾙｰｰ・［sabatJi（櫛)］
沖縄語辞典に「櫛sabaci」（ci＝tli）とある。
245．索此那［ts'2,a］←→［tJina（綱)］
琉球語彙に「ropeChinna」とある。沖縄語辞典に「綱cina」（ci＝tJi←tsi）と
ある。
246．斧頭由吉［iautPi］←→［iuXtJi（斧)］
「頭｣、接尾辞である。沖縄語辞典に「斧juuci」（ci＝tJi）とある。
249．湯盆阿美搭阿美［ameitaamei］←→［amitaagu（浴桶)］
第177洗浴、224浴桶と220担篇を参照する。中国語の「湯」はスープ、汁の意味で
ある。二番めの「美」は「谷」の誤字だと思われる。
248．竹籠他吉賜依盧［t'atPit'iilu］←→［dakitiiru（竹手篭)］
琉球語彙に「Bamboo-caneDakee」とある。沖縄語辞典に「竹daki｣、「手籠
tiiru」とある。琉球音から見ると、第二音節の対音字「吉」は未だ口蓋化していない。
249.筋花失［xuaSl］←-つ［haJi（箸)］
琉球語彙に「ChopsticksFashay」とある。沖縄語辞典に「箸ｈａｓｉ（si＝Ji）と
ある。
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250．鎖畭洗［SEPi］←→［saXJi（錠)］
琉球語彙に「watchkeysaseenooquaw」とある。沖縄語辞典に「錠saasi」（ｓｉ
＝Ji）とある。安郷方言に「除」が「ＳＥ」と読む。
251．烟筒奇失攪［t，'islli］←→［tJiJiri（煙管)］
琉球語彙に「PiPeshirree」とある。沖縄語辞典に「煙管cisiri」（ci＝tJisi＝
Ｊｉ）とある。
252．荷包呼作［xutsuo］←→［husa（房)］
荷包、袋物。琉球語彙に「Tobaccopouchfoosa」とある。沖縄語辞典に「房
husa」とある。安郷方言に「作」がtsoと発音する。
253．茶鍾茶碗［tSauan］←→［tJiauaN（茶碗)］
鐘、ざかずきである。琉球語彙に「teacupChawung」とある。沖縄語辞典に
「茶椀cawaN」（Ca＝tJia）とある。
254．飯碗翁班麿喀筒［uOpaumak'ai］←→PubaNmakai（御飯椀)］
琉球語彙に「boiledriceUmbang」とある。沖縄語辞典に「御飯７ubuN｣、「椀
makai」とある。対音字「暦」は軽声化して現代中国語に、ａと読むのが多い。
255．銅曜塵光［iakua9］←→［ia?kuaN（藥罐)］
沖縄語辞典に「藥罐jaQkwaN」とある。
256．蝋篭羅塔低［luot'ati］←→［roxtati（蝋立て)］
「蝋」は「蝋」の異体字、「臘篭」は蝋台、ろうそく立ててある。沖縄語「蝋
roo」とある。
257．園棋古［ku］←→［9u：（碁)］
沖縄語辞典に「碁９uu」とある。
258．香煽何盧［k'olu］←→［koxru（香炉)］
「何」は現代北京音で「k'γ」、安郷方言で「k'o」と読む。沖縄語辞典に「香炉
？ukooru」とある。
259．箱子滑谷［xuaku］←→［haku（箱)］
「子」は接尾辞である。沖縄語辞典に「箱haku」とある。
260．磁盤花止［xuatSl］←→［hatJi（鉢)］
磁盤、磁器製の大皿や鉢である。琉球語彙に「bonnetorheaaddresswornbythe
nativeshatchee（鉢）matchee（巻)」とある。沖縄語辞典に「鉢ｈａｃｉ（nuku)」（ｃｉ
＝tJi）とある。
261．木盤烏失吉［ulSltやi］←→［７uJitJi（御敷)］
沖縄語辞典に「敷sici」（si＝Ｊｉｃｉ＝tJi）とある。
262.厘滑谷［xuaku］←→［haku（箱)］
－７３－
Hosei University Repository
第259箱子を参照する。
263．水性梅子利［meits21i］←→［midzi7iri（水入れ)］
沖縄語辞典に「水入れ、i?i7iri」（?i＝dzi）とある。
264．鏡子聯合密［k'ak'ami］←→［ka9ami（鏡)］
沖縄語辞典に「鏡ka9aN」（-N←､i）とある。
265．酒壷撒吉並［satPipi9］←→［sakibiN（酒瓶)］
沖縄語辞典に「酒瓶sakibiN」とある。琉球音から見ると、第二対音字の「吉」
は未だ口蓋化していない。
266．女短箸因直磯花［intSat9ixua］←→［?iNtJiaxd5ixhuax（短箸)］
「因直｣、「短い」の対音で、第４６「短」を参照する。沖縄語辞典に「管（かんざ
し）ziihwaa」（zi＝dSi）とある。
267．女長箸那喀磯花［nak'atPixua］←→［na9axd5ixhuaX（長箸)］
「那喀｣、「長い」の対音で、第４７「長」を参照する。
268．酒杯黙喀子吉［Sak'ats2t9i］←→［sakadzitJi（林)］
沖縄語辞典に「杯saka\ici」（?i＝dzici＝tJi）とある。安郷方言に「黙」が
「sa」と読む。
269．象棋充機［t9'iuUt9i］←→［tJiuNd5ix（将棋)］
象棋、中国将棋。琉球語彙に「象棋choonjee」とある。沖縄語辞典に「将棋
cuNzii」（Cu＝tJiuzi＝d5i）とある。
270．甲欲魯依［Mui］←→［iurui（鎧)］
沖縄語辞典に「鎧jurui」とある。
271．霊恰不毒［k'aputu］←→［kabutu（兜)］
霊、かぶとである。沖縄語辞典「兜kabutu」とある。
272．弦子魯［ts21u］←→［tsiru（弦)］
琉球語彙に「fiddlestringsCheeroo」とある。沖縄語辞典に「弦Ciru」（Ci＝
tsi）とある。
273．鎗挨［iai］←→［iai（槍)］
沖縄語辞典に「槍jai」とある。「挨」の発音は第201「痩挨的」を参照する。
274．盆大筑［talai］←→［tarai（盤)］
沖縄語辞典「盆大籟」とある。陳侃『使琉球録』と請崇業『使琉球録』と中山伝
信録にも「盆大笥」とある。日葡辞書に「盤tarai」とある。
275．瓶炳［pi9］←→［biN（瓶)］
沖縄語辞典に「瓶biN」とある。
276．楯花失辣［xuaSlla］←→［haJira（柱)］
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琉球語彙に「mastHasseeda」とある。沖縄語辞典に「柱haaja」とある。琉球
語彙のｄａはｒａの変音である。『琉球方言音韻の研究』（中本正智）401ページを参照
する。
277．舵姶滞［k'atsl］←→［kad5i（舵)］
沖縄語辞典に「舵kazi」（zi＝d5i）とある。
278．櫓艫［lu］←→［ruX（櫓)］
琉球語彙に「scullofaboatDoo」とある。沖縄語辞典に「櫓ruu、duu」とあ
る。duu、ｒｕｕはともにｒｏから変化してきた発音だと考えられる。
279．絃三審［sanSian］←→［saNJiN（三弦)］
沖縄語辞典に「三味線saNsiN」（si＝Ji）とある。中国語の「絃」の意味は272條
の「弦」と同じなので、「絃」の前にもともと「三」があったと思われる。
280．蓬呼［xu］←→［川（帆)］
蓬、船のとま或いは船の帆である。琉球語彙に「sailfoo」とある。沖縄語辞典に
「帆huu」とある。
281．帯烏比［upi］←→［?uXbi（帯)］
琉球語彙に「girdleobee」とある。沖縄語辞典に「帯７uubi」とある。
282．書失木子［Slmuts2］←→［Jimutsi（書物)］
琉球語彙に「bookSheemootsee」とある。沖縄語辞典に「本sjumu9i」（sju＝Jiu
←Jio9i＝tsi）とある。琉球語彙の「shee」は「失」の発音に近い。
283．書椅［i］←→［i：（絵)］
琉球語彙にrdrawapictureEu-katchoong」（ｅｅ絵）とある。沖縄語辞典に
「絵ｉｉ」とある。
284．字日印］←→［d5i：（字)］
琉球語彙に「letterorcharacterJee」とある。沖縄語辞典に「字zii」（zi＝d5i）
とある。
285．筆弗的［futi］←→［①udi（筆)］
琉球語彙に「pencilHoodee」とある。沖縄語辞典に「筆hudi」（hu＝①u）とあ
る。
286．墨思密［s2mi］←→［sｉｍｉ（墨)］
琉球語彙に「inksimmee」とある。沖縄語辞典に「墨§imi」（§i＝si）とある。
2８７．紙恰比［k'api］←→［kabi（紙)］
琉球語彙に「paperkabee」とある。沖縄語辞典に「紙kobi」とある。
288．硯息子利［sits21i］←→［sidziri（硯)］
沖縄語辞典に「硯」§iziri」（§i＝ｓｉｚｉ＝d3i←dzi）とある。
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289．扇子窩吉［uot9iルー→［?oxd5i（扇)］
琉球語彙に「fanojee」とある。沖縄語辞典に「扇？oozi」（zi＝d5i）とある。
290．屏風妙不［miaupu］←-．［bioxbu（屏風)］
沖縄語辞典、陳侃『使琉球録小爾崇業『使琉球録』、中山伝信録にともに「屏風
瓢布（p'iaupu)」とある。沖縄語辞典にも「屏風bjoobu」とある。沖縄対話に「屏
風ミヤウブ｣、琉球語便覧に［myo-bu］とある。
291．花瓶花那炳［xuanapi9］←→［hanabiN（花瓶)］
琉球語彙に「flowerfanna」とある。沖縄語辞典に「花hana」とある。
292．香盆何以攪［koili］←→［ko:７iri（香入れ)］
沖縄語辞典に「香koo｣、「入れ７iri」とある。「何」の発音は258條「香艫」を
参照する。
293．玉帯塔麻烏比［t'amaupi］←→［tama?uxbi（玉帯)］
琉球語彙に「beadstamma」とある。沖縄語辞典に「玉tama」とある。
294．金杯輕撒喀子吉［tPiUsak'ats2tPi］←→［tJiNsakadzitJi（金杯)］
琉球語彙に「goldching」とある。沖縄語辞典に「金ciN」（ci＝tJi）とある。
「杯」の発音は268條「酒杯黙喀子吉」を参照する。
八、身禮類
295．頭髪暗煉り子［k'alats2］←→［karadzi］
琉球語彙に「thehairkarrazzee｣、「web-footedbirdheadMakarajjee」とある。
沖縄語辞典に「髪karazi」（zi＝d5i←dzi）とある。中山伝信録に「髪晧那子
（k'anats?)、又喀拉齊（k'ara'd21i)」とある。第三音節の子音は琉球語彙の「zzee」
「jjee」と中山伝信録の「ts?｣、「dZi」から見ると、当時にdziとd5iの発音は共存し
ている。
296．眉麻由［maiau］←→［maju（眉)］
琉球語彙に「eyebrowsMaioh」とある。沖縄語辞典に「眉maju」とある。
297．眼美［mei］←→［mix（目)］
琉球語彙に「eyemee」とある。沖縄語辞典に「目mii」とある。
298．耳密密［mimi］←→［mimi（耳)］
琉球語彙に「ｔｈｅｅａｒｍｉｍｍｅｅ」とある。沖縄語辞典に「耳mimi」とある。
299．鼻花納［xuana］←→［hana（鼻)］
琉球語彙に「noseHonna」とある。沖縄語辞典に「鼻hana」とある。
300．舌失直［lsltlsa］←→［JitJia（舌)］
琉球語彙に「tongueStcha」とある。沖縄語辞典に「舌sica」（si＝Ｊｉｃａ＝tJia）
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とある。
381.口窟止［k'utSl］←→［kutJi（口)］
琉球語彙に「beakofaweb-footedbirdCoochee」とある。沖縄語辞典に「口
kuci」（ci＝tJi）とある。
302．歯滑［xua］←→［ha：（歯)］
琉球語彙に「toothHa」とある。沖縄語辞典に「歯haa」とある。
303．髪虚及［9Ｍ，i］←→［①id5i（髭)］
琉球語彙に「thebeardFeejee」とある。沖縄語辞典に「髭hwizi」（hwi＝①ｉｚｉ
＝d3i）とある。第295條「頭髪」が既に有ったから、ここの「髪」は「髭」或いは
「鬚」の誤字だと考えられる。中山伝信録に「鬚非几」［fit9i］とある。
304．手蹄［t'iルー→［tix（手)］
琉球語彙に「handTee」とある。沖縄語辞典に「手tii」とある。
305.脚虚黙［Piせlsa］←→［①iJia（足)］
沖縄語辞典に「足hwisja」（hwi＝①ｉｓj＝Ji）とある。「虚黙」は「膝」の対音
字である。
306．身魯［lu］←→［dux（胴)］
沖縄語辞典に「身duu」とある。浦添・小湾方言辞典にも「体をもつduX（体）
muttJiuO」とある。子音ｄ－を1-と音記したのは、このほかに第181條「打架｣、第278
條「櫓」にもある。誤聴誤記か、それとも発音者の個人特徴あるいは一地区の方言特
徴か、原因の究明はまだ必､要である。
307．心氣木［tPimu］←→［tJimu（心)］
沖縄語辞典に「心、肝cimu」（ci＝tJi）とある。
308.頭科倍［k'opei］←-＋［kubi（首)］
琉球語彙に「neckCoobee」とある。沖縄語辞典に「首kubi」とある。「科」の
発音は近世から現代まで「k'uo-やk'o→k'γ」のように変化してきた。現代安郷方言は
ｋ'ｏと発音する。
309．妬Ｈ１［tlsl］←→［tJiX（乳)］
坊、乳房である。琉球語彙に「nipplechee」とある。沖縄語辞典に「乳cii」（ｃｉ
＝tJi）とある。
310．額虚直衣［9ＭSai］←→［①itJiai（額)］
琉球語彙に「fOreheadFitchayeh」とある。沖縄語辞典に「額hwicee」（hwi＝の
ｉｃｅe←cai＝tJiai←tai）とある。
３１１．１１齊呼述［xuIsiu］←→［huJiu（I齊)］
琉球語彙に「navelWhoosoo」とある。沖縄語辞典に「膳husu」（su＝Jiu）と
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312．指頭威倍［ueipe］←→Pixbi（指)］
頭、接尾辞。琉球語彙に「Thefin9erEebee」とある。沖縄語辞典に「指？iibi」
とある。
313．腿木木［mumu］←→［mumu（腿)］
琉球語彙に「thethighMoomoo」とある。沖縄語辞典に「股mumu」とある。
九、衣服類
314．衣服衾［tP'in］←→［tJiN（着物)］
琉球語彙に「clothorclothesChing」とある。沖縄語辞典に「着物ｃｉＮ（ci＝
tJi）とある。
315．帽膜子［mots2］←→［boxJi（帽子)］
琉球語彙に「capmawtsee」とある。沖縄語辞典に「帽子boosi」（si＝Ji）とあ
る。浦添・小湾方言辞典に「帽子moxtJaO｣、「帽子編みboxJikuna」とある。以上
の資料を見ると「帽」の発音は沖縄に「mox」と「box」と併存しているのが分かる。
Ｊｉをts2と読むのは貴族・士族の男子発音だろう。
316．帯烏比［upi］←→Puxbi（帯)］
琉球語彙に「girdleObee」とある。沖縄語辞典に「帯？uubi」とある。
317．糠花喀馬［xuak'ama］←→［hakama（袴)］
糠、ズボンやスラックスである。琉球語彙に「TrousersHackkama」とある。沖
縄語辞典に「袴hakama」とある。
318．手巾梯黙之［t'ilsatSl］←→［tiXsaxd5i（手拭)］
手巾、タオルや手ぬぐいである。琉球語彙に「handkerchiefTeesadgee」とある。
沖縄語辞典に「手拭tiisaazi」（zi＝d5i）とある。安郷方言に「黙」がｓａと読む。
319．被烏凋［utu］←→Ｐｕ:dｕ（蒲団)］
被、掛け布団である。沖縄語辞典に「蒲団？uudu」とある。
320.帳子喀着［k'atsγ］←→［katJia（蚊帳)］
沖縄対話に「蚊帳カチャ」とある。琉球語便覧に「蚊帳kacha」とある。沖縄
語辞典に「蚊帳kaca」（Ca＝tJia）とある。現代北京語に「着」はまたtSuo、tlsauの
発音をする。
321．笹木身［muSien］←→［muJiN（魁)］
電、毛布のことである。沖縄語辞典に「毛布musiN」（si＝Ji）とある。
322．枕嬬寡［makua］←→［ma?kua（枕)］
琉球語便覧に「枕makkwa｣、沖縄語辞典に「枕maQkwa」とある。
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323．褥子福冬［futuO］←→［①uduN（布団)］
褥子、敷き布団である。
324.機塔必［t'api］←→［taxbi（足袋)］
機、足下である。琉球語便覧に「足袋tabi｣、沖縄語辞典に「足袋taabi」とあ
る。
325．靴子寛古［k'uanku］←→［kuaNkutsi（官靴)］
靴子、長靴で、特に昔官府の役人の履物である。沖縄語辞典に「官kuaN」とあ
る。第三音節の対音字が脱落したと思われる。
326．鞍黙巴［lsapa］←→［saba（草履)］
琉球語彙に「shoessabock」とある。沖縄語辞典に「草履saba」とある。原本
には「黙色」として、中山伝信録「畦黙巴」によれば、「色」は「巴」の誤字であ
ることが分かる。安郷方言に「黙」がｓａと読む。
327．笠喀黙［k'aSa］←→［kasa（笠)］
琉球語彙に「hatkassa」とある。沖縄語辞典に「笠kasa」とある。安郷方言に
「黙」がｓａと読む。
328．汗杉毒巾［tutQin］←→［dud5iN（胴衣)］
沖縄語辞典に「胴衣duziN」（zi＝d5i）とある。汗杉、中国式のシャツ、汗とり
シャツである。
329．網亦周［itSou］←→PiXtJiu（絹)］
琉球語彙に「silkEechoo」とある。沖縄語辞典に「絹７iicu」（Cu＝tJiu）とある。
330．椴動子［tu9ts2］←→［duNJi（殿子)］
沖縄語辞典に「継子duNsi」（si＝Ji）とある。第二音節対音字のts?の発音から
見ると、貴族・士族の発音或いは中国語の発音をしている。
331．紗黙［Sa］←→［sａ（紗)］
安郷方言に「黙」は「sa」と読む。琉球館訳語、陳侃『使琉球録』、藷崇業『使琉球
録小中山伝信録には凡て「紗撒（sa)」とある。
332．羅羅［luo］←→［lｏ（羅)］
第331條のように、ほかの寄語資料は全部「羅羅」とある。「羅」の発音はおそらく
日本語漢音のｒａではなく、中国語式のluo或いはｌｏと考えるのは妥当なのである。
333．布奴奴［nunu］←→［nunu（布)］
琉球語彙に「redclothAkassanonoo」とある。沖縄語辞典に「布nunu」とあ
る。
334．綿衣畦答一利衾［uatailitPin］←→［uata?iritJiN（綿入れ着物)］
沖縄語辞典に「綿入れwata7iri」とある。
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335．桾喀喀密［k'ak'ami］←→［kakami（下裳)］
桾、婦人のスカート、もすそである。沖縄語辞典に「下裳kakaN」（-N←mi）と
ある。
十、飲食類
336．飯翁班［u9pan］←→［?uNbaN（御飯)］
琉球語彙に「boiledriceUmbang」とある。沖縄語辞典に「御飯７ubuN」とあ
る。
337．酒黙機［SatPi］←→［saki（酒)］
琉球語彙に「WineSakkee」とある。沖縄語辞典に「酒saki」とある。琉球音か
ら見ると、第二音節対音字「機」は未だ口蓋化していない。安郷方言に「黙」はｓａ
と読む。
338．煙塔八孤［t'apaku］←→［tabaku（煙)］
琉球語彙に「tobaccoTobacco」とある。沖縄語辞典に「煙tabaku」とある。
339．油庵答［anta］←→［?aNda（油)］
沖縄語辞典に「油７aNda」とある。
340．醤彌述［miSi社］←→［misu（味噌)］
沖縄語辞典に「味噌,Nsu」（，N←､i）とある。安郷方言に述はｓｕと読む。
341．醤油巧由［Siaoiau］←→［Jio:iux（醤油)］
沖縄語辞典に「醤油sjoojuu」（sj＝Ji）とある。「肯」は北京音でSio→Siau→ｌｓａｕ
のように変化した。安郷方言にはｓｏと読む。
342．米窟美［k'umei］←→［kumi（米)］
琉球語彙に「riceCoomee」とある。沖縄語辞典に「米kumi」とある。
343．塵麻叔［malsi巷］←→［maxJiu（塩)］
琉球語彙に「saltMashoo」とある。沖縄語辞典に「塩maasju」（sj＝Ji）とある。
344．豆腐施福［t'uofu］←→［to:①ｕ（豆腐)］
沖縄語辞典に「豆腐toohu」（hu＝①u）とある。安郷方言に施はt'ｏと読む。
345．茶茶［tsa］←→［tJiaK（茶)］
琉球語彙に「teaCha」とある。沖縄語辞典に「茶Caa」（Ca＝tJia）とある。
346．肉失失［５１８１］←→［JiJi（肉)］
琉球語彙に「fleshShishee」とある。沖縄語辞典に「肉sisi」（si＝Ji）とある。
347．菜亜色［iaSai］←→［iasai（野菜)］
沖縄語辞典に「野菜ｊａ§ee」（§ee＝seX←Sai）とある。「色」は北京官話でSai（口
語音）とｓγ（読書音)、安郷方言でＳＥと読む。ここの「色」は琉球音のse：に対
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音する可能性も有る。
348．素麺索閏［suomin］←→［soXmiN（素麺)］
沖縄語辞典に「素麺soomiN」とある。安郷方言に索はｓｏと読む。
349．蒜灰魯［xuilu］←→［huiru（大蒜)］
沖縄語辞典に「大蒜hwiru」とある。
350．西瓜西刮［sikua］←→［sixkua（西瓜)］
沖縄語辞典に「西瓜siikwa」（si＝Ji←si←Sui）とある。歯茎音の口蓋化は琉球入
学見聞録に未だ発生していなく、基本的に琉球音のts、。z、ｓ、などと対音する。こ
こに新たに始まった発音として西は口蓋音のPiと読み、Ｊｉと対音する可能性もある。
351．冬瓜失布衣［Slpui］←→［Jibui（冬瓜)］
沖縄語辞典に「冬瓜sibui（si＝Ji）とある。
352．薑苛喀［Siaok'a］←→［Jio:gax（生薑)］
沖縄語辞典に「生薑sjoo9aa」（sj＝Ji）とある。
353．黒豆枯魯馬閏［k'ulumamin］←→［kurumami（黒豆)］
沖縄語辞典に「黒豆kurumaami」とある。第四対音字閏の－，部分は誤聴によっ
たものだろう。
354．蕉實巴黙那衣［palsanai］←→［baJianai（香蕉)］
蕉實、芭蕉の実、バナナである。沖縄語辞典に「香蕉basjanai」（sj＝Ji）とある。
355.番薯番子母［fants?、u］←→［①aNsumu（薩摩藷)］
番薯、サツマイモである。沖縄語辞典に「薩摩藷haNsu」（ha←のa)、「芋
？Nmu」（?Ｎ←i）とある。琉球語彙に「sweetpotatoesMoo」とある。「番子」の対
音は本來「番薯」で、中国から来た言葉だと思う。「芋」の対音は琉球語彙のように、
ｉから変化した？Ｎを音記していない。
356．豆芽菜馬米那［mamina］←→［mamna（もやし)］
沖縄語辞典に「もやしmaamina」とある。
3５７．餅木之［mutSl］←→［mutJi（餅)］
沖縄語辞典に「餅muci」（ci＝tJi）とある。
358．魚亦由［iiau］←→Ｐｉｉｕ（魚)］
琉球語彙に「fishEeo」とある。沖縄語辞典に「魚Piju」とある。
359．蝦色［Sai］←→［JeX（蝦)］
沖縄語辞典に「川蝦§ee9waa｣、「ばつたSee」（See＝see←Sai）とある。浦添・
小湾方言辞典に「小形の蝦Jex」とある。「色」の発音はｓγであることも考えられ
る。
360．吃飯喀黙美［k'aSamei］←→［７asameX（朝飯)］
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mee」とある。「吃飯」（御飯を食べる）と違って
ｋ'で対音するのは琉球館訳語、陳侃使琉球録に
沖縄語辞典に「朝７asa｣、「飯ｍｅe」と
｢朝めし」の発音を表記した。７をｋ'で対
も有る。安郷方言に「黙」は「sa」と読む。
十一、珍寳類
361．金枯喀泥［k'uk'ani］←→［ku9ani（金）］
琉球語彙に「buttonko9annee」とある。沖縄語辞典に「金ku9ani」とある。
362．銀南爽［nantPia］←→［naNd5ia（銀)］
沖縄語辞典に「銀naNza」（za＝d5ia）とある。
363．銭井［tPi9］←→［d5iN（銭)］
沖縄語辞典に「銭ziN」（zi＝d5i）とある。
364．銅阿鳴喀泥［ak'ak'ani］←→［Paka9ani（銅)］
沖縄語辞典に「銅７aka9ani」とある。
365．鐵窟緑喀泥［k'uluk'ani］←→［kurukani（鐵)］
沖縄語辞典に「鐵kurukani」とある。
366．錫息子［sits2］←→［sidzi（錫)］
沖縄語辞典に「錫§i?i」（§i＝ｓｉ９ｉ＝dzi）とある。
367．玉捷馬［tama］←→［tama（玉)］
琉球語彙に「beadsTamma」とある。沖縄語辞典に「玉tama」とある。
368.石亦石［ilsl］←→［７iJi（石)］
琉球語彙に「stoneIshee」とある。沖縄語辞典に「石？isi」（si＝Ji）とある。
369．硫横由珪［iauua］←→［iuxwaX（硫黄)］
沖縄語辞典に「硫黄，juuwaa」とある。
370．琉珀枯花古［k'uxuaku］←→［kuhaku（琉珀)］
十二、通用類
371．甜阿嬬黙［amalsa］←→［amasa（甘き)］
琉球語彙に「sweetAmasa」とある。沖縄語辞典に「甘いPamasaN」，
安郷方言に「黙」はｓａと読む。以下の十一の「黙」もｓａで発音する可能｜
（第382,386條を除く）。
372．酸西黙［silsa］←→［sixsa（酸ざ)］
琉球語彙に「sourSeesa」とある。沖縄語辞典に「酸い§iisaN」（§i＝si）
373．鍼什布喀陳Ｉ黙［lslpuk'alaSaルー→［Jipukarasa（塩辛き)］
鍼、塩の味、塩辛いこと。沖縄語辞典に「塩辛いsipukarasaN」（si＝Ji）
とある。
()ｓａで発音する可能性が有る
とある。
とある。
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374．淡阿花黙［axualsa］←→［?ahuasa（淡さ)］
沖縄語辞典に「薄いPahwasaN」とある。
375．黄奇魯［t9ilu］←→［tJi:rｕ（黄色)］
琉球語彙に「yellowCheeroo」とある。沖縄語辞典に「黄色ciiru」（ci＝tJi）と
ある。
376．紅阿喀黙［ak'aIsa］←→［?akasa（赤さ)］
琉球語彙に「redAkassa」とある。沖縄語辞典に「赤い７akasaN」とある。
377．青窩黙［uolsu］←→［?o:sａ（青き)］
琉球語彙に「9reenOsa」とある。沖縄語辞典に「青い？oosaN」とある。
378．白失魯黙［SllulSa］←→［Jirusa（白き)］
琉球語彙に「whiteSheerosa」とある。沖縄語辞典に「白いsirusaN」（si＝Ji）
とある。
379．紫木UjliI黙吉［mulaSatPi］←→［murasatJi（紫)］
琉球語彙に「purpleMoolasachee」とある。沖縄語辞典に「紫murasaci」（ci＝
tJi）とある。
380．黒窟魯黙［k'uluSa］←→［kurusa（黒さ)］
琉球語彙に「blackkurusa」とある。沖縄語辞典に「黒いkurusaN」とある。
381．念書西米那陳I的［siminalati］←→［siminarati（墨習って）
念書、本を読む、学習すること。沖縄語辞典に「墨§imi」（§i＝si)、「習うｎａｒａ
ｊｕＮ（-ti)」とある。
382．香恰巴黙［k'apalsa］←→［kabaJia（香ばざ)］
琉球語彙に「smellkabbasha」とある。沖縄語辞典に「香ばしいkobasjaN」（ｓｊ
＝Ji）とある。
283．臭窟黙'黙［k'uSaSa］←→［kusasa（臭さ)］
沖縄語辞典に「臭いkusasaN」とある。
384．説話木奴喀達里［munuk'atali］←→［munukatari（物語)］
説話、話す、物語ることである。沖縄語辞典に「物語munukatari」とある。
385．不敢揚密撒［iaOmisa］←→［iaNmi（やめ)］
不敢は「敢えで…せず｣、「…する勇気がない」の意味である。沖縄語辞典に「やめ
iamii」とある。対音字から見ると第一音節の末に添音-Ｎがある。「撒」の対音は未
詳である。琉球入学見聞録以前の使録と寄語資料にも殆どこの項目が有る。
386．喜歎福古疎Ｉ黙［fukula5a］←→［①ukuraJia（喜ぶ)］
喜歓、喜ぶことである。沖縄語辞典に「喜ぶhukurasjaN」（hu＝のｕｓj＝Ji）と
ある。
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387．笑瓦卿的［ualati］←→［uarati（笑って)］
琉球語彙に「laughingWarratee」とある。沖縄語辞典に「笑うwarajuN（＝ti）
とある。
388．啼那及［natPi］←→［natJi（泣き)］
琉球語彙に「tocryNachoorg」とある。沖縄語辞典に「泣くnacuN」（ci＝tJi）
とある。
389．歌屋達［uta］←→［?uta（歌)］
琉球語彙に「songOota」とある。沖縄語辞典に「歌Puta」とある。
く２〉「士音」以外の寄語と字音の解説
巻一・星土
390．府士名問切
府・土名では間切と言う。中山伝信録に「府間切」がある。間切、mad5iri、琉
球王国時代の行政区画である。「土音」５７條「府麻吉歴」を参照する。
391．村頭土名母ｌ１ｊＭ
中山伝信録に「村母lliil（mula）とある。「土音」５８條「村母拉」を参照する。
頭、接尾辞。
392.泊土音士馬爺、一宇三音。
『中山伝信録』から引用したものである。「土音」第67條「泊士馬爺」を参照す
る。
393．辻山辻音失汁、一宇雨音
「土音」第68條「辻失汁」を参照する。
394．久米粂字土音苦念搭、一宇三音、今訓爲久米
『中山伝信録』から引用したものである。「土音」第６９「久米苦念塔」を参照す
る。久米が「粂」の間違いという説は正しくない。
395．喜屋武讃如腔、三字一音
「土音」第７０「喜屋屋腔」を参照する。
396．翠宮城土音翠爲五十、宮爲破、城爲五十姑、三字六音
以上の文字が『琉球国志略』から引用したものである。原文は「革宮城土音で革
が五十［uSl]、宮が誠［pi]、城が五十姑［uSlku］と読み、三つの文字は六音節で
ある｡」という内容である。沖縄語辞典に「華宮城９usimia9u5iku」（si＝Ｊｉ９ｉ＝
ｓｉ）とあり、「五十誠五十姑」の音読に近い。
397．姑達佳讓爲久高
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「久高は姑達佳の訳名である」という意味である。沖縄語辞典に「久高kudaka」
とあり、姑達佳（kutatPia）の発音に近い。「佳」は未だ口蓋化していない。
398．津奇奴讓爲津堅
沖縄語辞典に「津堅CikiN」（9i＝tJi←tsi‐N←､u）とある。津奇奴［tsint?'inu］
の発音に近い。「奇」は未だ口蓋化していない。
399.巴麻讓爲濱島
「士音」第６６「巴麻讃間」を参照する。
400．伊計讓爲池島
沖縄語辞典に「池間（島の名）？icima宮古」（ci＝tJi）とある。伊計（it9i）は池
の発音である。
401．姑米山讓爲久米島
沖縄語辞典に「久米島（島の名）kumizima島尻」とある。姑米［kumi］は久米
の発音である。
402.度那奇讓日度名喜島
沖縄語辞典に「渡名喜（島の名）tunaci島尻」（ci＝tJi）とある。度那奇［tunatQ
i］は渡名喜の発音。
403．安根岨課日粟国島
沖縄語辞典に「粟国（島と名）？a9uni島尻」とある。安根岨「ankenni］は粟国
の発音（第二音節の末に添音－，が有る)。
404．椅山讓日伊江島
沖縄語辞典に「伊江島（島の名）？iizima国頭」とある。「椅（i)」は伊江の発音
で、山は使録で島の意味をもつ。
405．葉壁山土名伊平屋島
琉球人名地名辞典に「伊平屋・伊是名諸島iheya」（he←be）とある。葉壁［ｉｅ
ｂｉ］は伊平の発音である。
406．東北八島國人皆日烏父世麻
奄美大島本島のことである。沖縄語辞典に「７uusima」（si＝Ji）と読む。烏父世麻
（ufulslma］は奄美島の発音である。
407．士囑ｌｌｊｉｉｌ亦作度加lljlil［tut9iala］←→［tukara］
琉球音から見ると、「加」は未だ口蓋化しない。
408.度姑課日徳島
沖縄語辞典に「徳之島tukunusima」とある。度姑［tuku］は「徳」の発音。
409．奇叶亦名鬼界
「H介」は界の異体字である。奇［t9i］は鬼［ki］の発音で、未だ口蓋化していな
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い。
410．伊奇麻讓日伊喜間
伊奇麻［it?ima］と伊喜（iPi）間は両方とも音訳語である。沖縄語辞典に「池間
？icima宮古」（ci＝tJi）とある。
411．姑李麻讓日古裏問
姑李麻［kulima］と古裏（kuri）は両方とも音訳語である。沖縄語辞典に「來間
（島の名）kurima」とある。
412．烏巴麻讓日字波間
島巴麻［upama］と宇波［i即o］間は両方とも音訳語である。沖縄語辞典に「大浜
７uhwama八重山」（hwa←ba）とある。
413．巴度麻讓日波渡間
巴度麻［patuma］と波渡［potu］問は両方とも音訳語である。沖縄語辞典に「鳩間
（島の名）hatuma八重山］（ha←ba）とある。
414．由姑那'1尼讓日與那國
沖縄語辞典に「与那国（島の名）junaguni八重山」とある。対音字「由姑那１１尼」
［iaukunani］の「姑」と「那」の位置が逆だった。
415．達奇度奴鐸日富武
「富武」は「竹富」の間違えである。沖縄語辞典に「竹富dakiduN八重山）
（-N←､u）とある。達奇度奴［tatPitunu］の「奇」は未だ口蓋化していない。
416．姑呂世麻讓爲久里島
「久里」は「黒」の間違えである。沖縄語辞典に「黒島kurusima」（si＝Ji）と
あり、姑呂世麻［kuli丑lslma］の発音に近い。
417．阿陳ｌ姑斯古課爲新城
沖縄語辞典に「新城（島の名）？aragu§iku八重山」（§i＝si）とあり、阿卿姑斯古
［alakus?ku」の発音に近い。
418．巴梯呂麻讓日波照間
沖縄語辞典に「波照間hatiruma八重山」（ha←ba）とあり、巴梯呂麻［pat'ili性
ｍａ］の発音に近い。
巻二・土音
419．冊使日阿几鳴加那子
中山伝信録に「老爺安主」（antsiせ)、「大老爺阿几噌那什、（atPikanasl）とあ
る。琉球語彙に「greatman（chineseTajin中国大人）Ajee」とある。沖縄語辞典に
「按司？azi」（zi＝d5i)、「按司様７aziganasii」（zi＝d5isi＝Ji）とある。この項
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目は琉球入学見聞録が中山伝信録から引用したものだと考えられる。「加」は桁字だ
ろう。
420．國王日倭急掌散那又日突泥華…又稗王日御主加那志又穂王日兄嘉那實
（A）倭急掌散那［uok（tP）inaauna］←［uok（tJ）inaxuauna（沖縄王)]・沖縄語
辞典・陳侃使琉球録・請崇業使琉球録・中山伝信録なども「琉球国王倭及（或
いは急）那散那」とある。沖縄語辞典に「沖縄？ucinaa」（?u←ｕｏｃｉ＝tJi←ki
naa←naua)、「王ＣＯ」（oo←uo:←→uau」とある。「､a」は中国語「王」の読方
「uaU」の「U」の部分から変化した発音だと考えられる。
（B）突泥華［kunixua］←→［kuniuau（国王)］
沖縄語辞典に「国kuni」とある。「王」の発音はＡを参照する。
（C）御主加那志PuJiu9anaJix］
「御主加那志」は対音字ではなく、琉球語形である。沖縄語辞典に「お主加那
志？usju9anasii」（sj＝ＪｉｓＦＪｉ）とある。
（D）兄嘉那實［9iuOt9ianaS1］←→［JiuN9anaJi（主加那志)］
（C)に似ている。違うのはまず「御」がなく、次は９－の影響を受け、第一音節の
末に添音-Ｎがある。琉球音から見ると、第二対音字「嘉」の子音はまだｋ－と読
み、口蓋化していない。
421．妃日倭男札lljliI又日御妃女人稗妃日倭男札Ｉ１ｊｌｉＩ加那子又稗翁那嘉辣
（A）倭男札卿［uonantSala］←→［uonaNd5iara（按司の妻)］
琉球館訳語に「王妃札陳U｣、請崇業使琉球録、中山伝信録に「王妃倭男札
l1jliI」とある。沖縄語辞典に「-carａ（接尾）按司の意」（Ca＝tJia)、「按司の妻
unazara」（u←ｕｏｚａ←d3ia）とある。d5-の影響で第二音節の末に添音-Ｎがあ
る。
（B）御妃［o:のi］
琉球語形である。沖縄語辞典に「御妃oohwi」（hwi＝のi）とある。
（C）倭男札l1jlil加那子［uonantlsalat9ianats?］←→［uonaNd5iara9anaJi（按司の妻
加那志)］
倭男札卿、加那子はそれぞれ(A)と420條(C)を参照する。
（D）翁那嘉辣［uOnat9iala］←→［uNnad3iara（按司の妻)］
（A)に似ている。第二音節の添音がなく、そのかわり第一音節に添音が有る。
422．琉球日烏吉逆肝［ut9iniia］←→［utJina：（沖縄)］
沖縄語辞典に「沖縄ucinaa」（ci＝tJi）とある。
427．王子日阿櫻瓜［aleukua］←→［oXnokua（王の子)］
王、子は421(A)、299を参照する。、-を1-で対音したのは安郷方言の影響だろう。
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428．公子日野吉哩［iat?ili］←→［iatJimex（ぼっちや人)］
沖縄語辞典に「ぼっちゃんjacimee」（ci＝tJi）とある。第三音節の1-とｍ－はス
レがある。
巻二・字母
429．呼「春」為「花魯」二音
「春」を「花魯」二音で読む。第72春を参照する。
430．合書「イロ」二字即爲「色」字。
イロを書くこと即ち「色」である。
431.泊護士馬伊、則一字三音
第67泊を参照する。
432．喜屋武讃作腔、則三字一音
第70喜屋武を参照する。
433．君（エン）空［kuU］
．をエに誤った。
434．ザ直［tsa］
435．ズ凄［ts'i］
436．字母・依魯花（いろは）：
(1)イ依［i］(2)ロ壊［lau］（安郷方言でｌｏと読む）(3)ハ花［xua］(4)二
義［i］（安郷方言でli或いは、iと読み、、iの可能性が高い）(5)木夫［fu］（６）
ヘ揮［hwi］(7)卜都［tu］(8)チ癖［tS1］(9)リ利［li］（10リヌ楼［lo］
（､-を1-で対音したのは安郷方言の影響）（11）ル禄［lu］（12）ヲ烏［u］
（１３リワ畦［ua］（10力曙［k'a］（15）ヨ枚［iau］（161夕他［t'a］（17）
レカ［li］（１０ソ蘇［su］（1リツ自［ts2］（20リネ作［､i］（21)ナ那
［､a］⑳ラ陣リ［ra］（23リム某［mau］（２４ウ無［u］（2リヰ折［i］
（２０ノ奴［､u］（27)オ烏［u］⑱ク姑［ku］（29リヤ耶［ia］（30マ馬
［ma］（3,ケ基［ki］（まだ口蓋化していない）（3リブ呼［xu］（33Ｉ（ここに
「．庫［k'u]」と有るはずが、脱落した｡）（39エ而［a］（35ﾘテ的［ti］（３０
ア牙［Ua］（3ｶサ沙［Sa］（安郷方言でｓａと読む）（38リキ基［ki或いはｔＰｉ］
（３）ユ欲［iぜ］（40リメ露［mei］（41)ミ米［mi］（42）シ實［５１］（43リヱ意
［i］“上須［?iせ］㈹モ莫［､o］㈹セ世［iSl］（47)ス使［lsl］
㈹ン媚［ma］
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巻二・調聲
437.大學之道、在明明徳、在観民。
ダイアカノシツハ
裂依牙喀奴米自磯［taii9akanumits?uａ（大学の道Iよ)］
〆トクアチラカニスルーアリ
震都姑牙癌Iljlil喀義使禄義牙利［meituku9atls'11ak'anils11uniOali（明道明らかにす
るにあり)］
夕ミヲアラクニスルニアリ
達米烏牙1ｌｉｉＩ達義使禄義牙利［tamiuOalatanilslluniUali（民をあなたにするにあり)］
対音字「裂」は「袋」の誤字である。
438．在止於至善、知止而後有定。
シセンニトロマロ二ルーアリノ
實神義都魯馬魯義禄義牙下り［lslSiannitulumaluniluniOali（至善に止まるにるにあ
り)］
第五音節は「ト」の間違え、「にろ」は桁字。
トルマルコトヲシイテノーチサクマルコトアリ
都禄馬禄庫都鳥實依梯奴癖沙達馬禄庫都牙禾1」［tulumaluk'utuuSlit'inutS'11Satamaluk′
utuDari(止まることを知いて後定まることあり)］
第二音節は「ト」の間違え。
439．定而后能静、静而后能安。
サダマテシカルノチユクシツカうり
沙達馬梯志喀禄癌欲姑志即喀IjiiⅡ利［lsatamat'iSlk'alunutSli丑kutSltsik'anali（定ま
て而後能静なり)］
「卿」は、ａと対音するのは、安郷方言の影響。
シヅカニシテシカルノチユクヤソシ
志即喀義志梯志喀禄奴艤天姑耶蘇志［tSltsik'anitlslt'itSlk'alunutls'1iaukuiasutSl
（静かにして而後能安し)］
440．安而后能慮、慮而后能得。
ヤソシテシカシテノチ１ケヲモンハカリ
耶蘇志梯志喀志梯奴療天姑烏孟花喀禾Ⅱ［iasutSlt'itSlk'atSlt'inutSliaukuumu90xuak'ali
（安して而て後よ〈を物慮かり)］
ヲモンハカテシカルノチユケイクリ
烏孟花喀梯志喀禄奴癬天姑依達下り（を物慮かって而後よく至り)］
441．物有本未、事有終始。
ワホマツアリワサヱタシアリ
畦夫馬即牙利、畦沙意烏志牙下り［uafumaOali、uaSaiutSlOali（[物］は本末あり、
業終始あり)］
442．知所先後、則近道免。
センクスルトクヲシルトチハ
神姑使禄都姑烏志禄都癌職［lSiaukulSllutukutSllututS'1uａ（先後する所を知ると
きは)］
スラワチミツーチカシ
使陳Ｉ畦瘻米即義其喀志［SllauatS'1mitsinit9ik'atlsl（則ち道に近し)］
443．古之欲明明徳於天下者、先治其國。
イニシノメトクテンカアチラカニホスルハ
依義志奴震都姑驍喀牙癬陳Ｉ曙義夫使禄鞭［initSlnumeitukut'iOk'aUatS'11ak'anifuS
lluua（古しの明徳天下明らかに欲るは)］
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サツ゛ノノケニヲサメ
沙即蘇奴姑義烏沙震［SatsisunukuniuSamei（先つ其の国治め)］
444．欲治其國者、先齊其家。
ソノクニヲサメテホスリハ
蘇奴姑義烏沙震梯夫使利轤［sunukuniuSameit'ifulslliua（其の国治めて欲りは)］
サツ・ノノイトトノ
沙即蘇奴依都都奴［Satsisunuitutunu（先つ其の家斉のう)］
445．欲齊其家者、先脩其身。
ソノイトトノホスルハ
蘇奴依都都奴夫使禄鞭［sunuitutunufuSlluua（其の家斉のう欲るは)］
サツソノミヲヲサメム
沙且Ⅱ蘇奴米烏烏沙震某［SatsisunumiuuSameimeu（先つ其の身を脩めむ)］
446．欲脩其身者、先正其,し､。
ソノミヲヲサメニトホスルハ
蘇奴米烏烏沙震義都夫使禄鞭［sunumiuuSameinitufuIslluua（其の身を｛1骨めにと
欲ろは)］
サツソノククルダダス
沙即蘇奴姑姑禄達達使［SatsisunukukulutataSl（先つ其の`し､正す)］
447．欲正其心者、先誠其意。
ソノククルタタスホスルハ
蘇奴姑姑禄達達使夫使禄鞭［sunukukulutataSlfulslluua（其の'し､正す欲るは)］
サツ・ノノイカクノワマクトニス
沙即蘇奴依喀姑奴烏馬力古都義使［Satsisunuik'akumumak'utuniS1（先つ其の意か
くのを誠にす)］
448．欲誠其意者、先致其知。
、ノノイカクノヲマクトーセテホスルハ
蘇奴依喀姑奴烏馬姑都義世梯夫使禄轍［sunuik'akunuumakutuniSlt'ifuSlluua（其
の意かくのを誠にせて欲すろは)］
サツソノチヲ千ハムノ
沙即蘇奴癬烏癬鞭某奴［lsatsisunutS'1utlS'1uameunu（先つ其の知を致はむの)］
449．致知在格物、物格而後知至。
チヲムリハムノコトーイクルーアリ
瘻烏某利鞭某奴庫都義依達禄義牙利［tls'1umauuliuamaunuk'utuniitaluniUali（知
をむりは物事に格るにあり)］
ムノコトイダルテンカルヲヲノチチーイダル
某奴庫都依達禄梯志喀禄烏烏奴瘻瘻依達禄［meunuk'utuitalut'ilslk'aluuunutS'1tls
litalu（物事格るてしかるをを後知至る)］
－－つの「鳥」は術字である。
450．知至而後意誠、意誠而後心正。
チイタテシカルノチイカクノマクトアリ
癬依達梯志Ⅱ客禄奴擬依喀姑奴馬姑都牙利［tSmitat'its1k'alunutS1ik'akunumakutuDali
（知至って而を後意かくの誠あり)］
イカクノマクトアリシカルヲノチククルタタス
依喀姑奴馬姑都牙禾Ⅱ志喀禄烏奴癖姑姑禄達達使［ik'akunumakutuUalitSlk'aluunutS’
lkukulutataSl（意かくの誠あり而の後心正す)］
451．心正而後身脩、身脩而後家齊。
ククノレダダシテシカルヲノチミヲサマル
姑姑禄達達志梯志喀禄烏奴癬米島沙馬禄［kukulutatatlslt'itSlk'aluunutS'1miuS
amalu（心正して而後身脩まる)］
ミヲサマテシカルヲノチイトトノテ
米烏i少馬梯志喀禄烏擬依都都奴梯［miuSamat'itSlk'aluunutSlitutunut'ｉ（身脩
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まって而後家齊のって)］
452．家齊而後國治、國治而後天下平。
イトトノテシカルヲノチクニヲサマル
依都都奴梯志喀禄烏奴擬姑義烏沙馬禄［itutunut'itlSlk'aluunutS'1kuniulSamalu
（家齊のって而後国治まる)］
クニヲサマテシカルヲノチテンカタイラ力
姑義烏沙馬梯志喀禄烏奴癖廉喀達依煉り曙［kuniuSanlat'itS1k'aluunutS'1t'iDk'atailak'ａ
（国治まって而後天下平らか)］
453．白天子以至於庶人、壹是皆以脩身爲本。
テンシユリムテシヲニニイタル
驍志天禾Ⅱ某梯志烏義義依達禄［t'iDtSliaulimeut'iSluniniitalu（天子より持って庶
人に至る)］
イシミナミヲサマムルヲムヲムトトス
依志米那米烏沙馬某禄烏某烏某都都使［itSlminamiulsamam9uluumauumaututuSl
（いし皆身脩むるをむを本爲す)］
454．其本凱而末治者否突。
ソノムトミタレテシカシテスヲサマルノハアラレ
蘇奴某都米達力梯志喀志梯使烏沙馬禄奴鞭牙lﾘｵiﾘカ［sunumautumitalit'itSlk'atSit'iS
luSamalunuuaUalali（其の本乱れて而して未治まるのは有られ)］
455．其所厚者簿、而其所薄者厚、未之有也。
・ノノアツヲスルトカノムノヲスヲシテ
蘇奴牙即烏使禄都喀奴某奴烏使烏志梯［sunuUatsiulsllutuk'anumaunuuSlutSlt'ｉ
（其の厚をする所者薄をして)］
シカシテソノヲスヲスルトカノムノアキハ
志喀志梯蘇奴烏使烏禄都喀奴某奴牙基鞭［tS1k'atlslt'isunuulsluSlrutuk'anum
aunuUatPiua（而して其の薄うする所者厚は)］
クレアラレ夕
姑力牙ｌｌｊｌｉＩ力達［kuli9alalita（これ有られた)］
456．子日、學而時習之、不亦説乎。
セノノユハク
世奴奴玉鞭姑［Slnunui巷uaku（子のの日〈)］
マナンテシカシテトツキクリヲナラワ
馬那恩梯志喀志梯吐基姑利烏那陣l窩［､ana（e）ｎt'itSlk'atSlt'it'ut?ikuliunalauo
（学んで而して時これを習おう)］
マタヨロゴハシカヲザランヤ
馬達似魯庫鞭志喀烏湾l1jM恩耶［mataiauluk'uuatSlk'autlsala（e）ｎｉａ（また悦こぱ
しかをざら人や)］
457．有朋自遠方來、不亦楽乎？
アリトモインポヨリキクロ
牙利吐磨因波牧下り基達楼［Dalit'umoinpoiaulit9italeu（有り友遠方より來たる)］
マダダノマザランヤ
馬達達奴馬i査陣！恩耶［matatanumatSala（e）ｎｉａ（また楽まざらんや)］
４５８．人不知而不,ifl、不亦君子乎？
ヒトシラズ
虚兜實I1jiiI凄［?i笹taulsllats'ｉ（人知らず)］
シカノレヲイカラズ
實喀禄烏依喀疎！凄［Slk'aluuik'alats'ｉ（而るうIlflらず)］
マタコンセザランヤ
馬達空世置ＵｉｉＩ恩耶［matak'uOlsltSala（e）ｎｉａ（また君子ざらんや)］
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以上437から455までは中国儒教経典『大学』に最初部分の琉球訓読で、456から458
までは『論語』に有る節の琉球訓読である。原文は「本文・字の訓読.合わせて仮名
の読み方（総読云)」の順となっている。対音字と片仮名は「総読云」から写したも
のである。対音（國際音記）の後ろに有る解読は「字の訓読」部分を参考にしながら
書いたものである。
「調聲」は中国古典を琉球語訓読にして唯一な中国史料で、琉球の訓読史の研究に
重要な価値が有る。「論聲」に使われた仮名発音は「字母」とほぼ一致する。その発
音は安郷方言の影響が大きい。例えば志（シ）瘡（ザ）沙（サ）使（ス）癌（チ）な
ど北京音でそり舌音を読む字は安郷方言でts2、ｔｓＡ、ｓａ、ｓ２、ｔｓ'２と読む可能性が大
きい。ほかに「義」の子音は、或いは口蓋化鼻音、「牙」は、a或いは？ａと読むべき、
比較的に古い発音である。
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